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海軍の兵器国産化に果たした新造兵廠(兵器製造所)の役割

千田武志
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海
軍
の
兵
器
国
産
化
に
果
た
し
た
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
の
役
割

千
田
武
志

は
じ
め
に

日
本
海
軍
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
当
初
か
ら
兵
器
の
国
産
化
を
目
指
し
た
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
出
発
点
か
ら
兵
器
全
体
の
関
産
化
を
目
標
と
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
よ
り
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
研
究

の
場
と
し
て
き
た
呉
に
例
を
と
っ
て
も
、
明
治
一
四
(
一
八
八
二
年
に
赤
松
別
良

主
知
局
長
に
よ
り
西
海
鎮
守
成
(
造
船
所
)
構
想
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
が
二
一
一
年
に

呉
鎮
守
府
造
船
部
八
カ
年
建
設
許
爾
と
し
て
雑
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
軍
撤
の
田
産
化

が
最
大
の
課
題
と
み
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
二
年
に
本
稿
の
対
象
と
な
る
新
造
兵

蹴
設
立
計
画
(
後
述
す
る
よ
う
に
計
画
時
の
新
造
兵
廠
と
い
う
名
称
は
、
二
三
年
九

月
二
日
を
も
っ
て
兵
器
製
造
所
と
改
称
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
原
則

的
に
そ
れ
に
従
う
が
、
両
者
を
総
称
し
た
り
区
別
が
し
に
く
い
場
合
な
ど
は
併
記
す

る
)
や
製
鋼
所
設
立
計
画
が
帝
悶
議
会
な
ど
で
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
議
場

に
お
い
て
、
「
軍
備
拡
践
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
兵
器
ノ
独
立
ガ
必
袈
デ
ア
ル
・

其
独
立
ヲ
図
ル
一
一
ハ
日
本
デ
使
フ
鉄
砲
ハ
日
本
デ
造
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
必
要
デ
ア
ル
、

ソ
レ
ニ
ハ
製
鋼
所
ノ
設
モ
是
非
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
」
と
、
「
兵
器
ノ
独
立

る
議
員
も
あ
ら
わ
れ
る
。

を
唱
え

周
知
の
よ
う
に
、
司
露
戦
争
後
に
日
本
は
主
力
艦
の
建
造
を
実
現
し
、
少
な
か
ら

ぬ
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
ア
ポ
器
独
立
」
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
呉
海
準
工
廠
は
、
門
口
本
最
初
の
主
力
艦
で
あ
る
装
甲
(
一
等
)
巡

洋
艦
の
京
汎
波
」
と
「
生
駒
」
(
と
も
に
一
万
一
一
一
七
五

O
排
水
ト
ン
)
を
ほ
ぼ
同
時
に
、

し
か
も
短
期
間
に
建
造
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
に
か
わ
っ
て
日
本

一
の
海
軍
工
廠
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
造
船
部
門
に
加
え
、
他

の
工
廠
に
は
な
い
造
兵
・
製
鋼
部
門
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
呉
海
軍
工
廠
の
造
兵
・
製
鋼
部
門
は
日
本
の
兵
器
産
業
史
の
う
え
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
起
点
と
な
る
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
に
つ
い
て
は
、
こ

の
計
聞
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
工
場
が
少
な
い
こ
と
、
後
年
、
造
兵
部
と
製
鋼
部
の

設
立
に
大
き
な
働
き
を
し
た
山
内
万
寿
治
の
「
回
顧
銀
』
に
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
の
ち
の
仮
兵
器
製
造
所
や
製
鋼
部
の
謡
史
と
し
て
触

れ
ら
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
新
造
兵
廠

(
兵
器
製
造
所
)
設
立
許
甑
や
事
業
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
軍
省

が
兵
器
製
造
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
有
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
う
し
た
な

か
で
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
は
海
軍
の
兵
器
国
産
化
に
ど
の
よ
う
な
役
揺
を
果

た
し
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
せっω

こ
う
し
た
課
題
を
解
明
す
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
ま
ず
東
京
に
設
立
さ
れ
た

海
軍
造
兵
廠
の
際
史
を
通
じ
て
、
新
造
兵
廠
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
る
経
緯
を
明

ら
か
に
す
る
。
次
に
そ
の
新
造
兵
廠
設
立
計
聞
の
作
成
と
変
更
を
対
象
と
し
、
そ
し

て
そ
の
実
施
過
程
で
あ
る
工
事
の
状
況
を
跡
付
け
る
。
最
後
に
兵
器
製
造
所
の
存
続

論
争
を
通
じ
て
、
同
所
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

海
軍
造
兵
廠
の
沿
革

1

組
織
の
変
遷

新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
に
つ
い
て
の
研
究
に
先
立
ち
、
そ
の
前
史
と
し
て
明

治
前
期
に
海
軍
の
兵
器
製
造
と
修
理
を
担
っ
た
東
京
の
海
軍
造
兵
廠
の
沿
革
を
、
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に
蝕
ハ
軍
港
に
兵
器
製
造
所
が
計
画
さ
れ
る
明
治
(
一
八
八
九
)
年
頃
ま
で
に
限

定
し
て
記
述
す
る
。
そ
の
際
、
主
に
有
馬
成
帯
氏
の
吋
海
軍
造
兵
史
資
料
海
軍
技

術
研
究
所
沿
革
同
を
使
用
し
、
「
明
治
海
軍
史
職
官
編
附
録
海
箪
庁
街
沿
革
掠
要
」

で
補
足
し
た
。
ま
ず
組
織
の
変
遷
、
次
に
生
産
能
力
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

明
治
元
年
間
四
月
二
一
日
、
維
新
政
府
は
軍
務
官
の
管
下
に
兵
器
司
を
設
置
、
幕

時
の
兵
器
関
係
諸
施
設
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
後
二
年
七
月
八
日
の
兵
部
省
の
創
設

に
と
も
な
い
、
武
庫
司
の
設
置
を
定
め
、
海
草
及
び
陸
箪
の
兵
器
製
造
・
貯
蔵
・
配
給

に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
し
て
三
年
二
月
二
日
に
造
兵
司
、
一
一
月
二
九
日
に
浜
殿
に
海
軍

所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
の
ち
京
檎
区
築
地
に
移
転
し
た
。

明
治
五
年
二
月
二
八
日
に
海
軍
省
を
館
設
、
一
一
一
月
二
日
に
同
省
は
築
地
の
海
軍
所

に
設
寵
さ
れ
た
。
同
年
一

O
月
二
ニ
日
に
武
康
司
を
新
設
(
築
地
四
丁
目
)
、
一

O

月一一一

O
日
、
お
川
島
造
船
所
の
五
工
場
を
造
兵
所
と
称
し
武
庫
司
の
所
管
と
し
、
兵

器
の
造
修
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
の
後
七
年
一
月
一
二
日
、
造
兵
一
併
を
廃
止
、
一
月

ニ
二
日
に
は
武
庫
司
に
造
兵
課
を
設
置
、
石
川
島
造
船
所
の
事
業
を
継
承
、
兵
器
の

製
造
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
河
月
一
三
日
、
陸
軍
省
所
管
の
鹿
児
島
機
械
所
を
海
軍
省

に
移
管
、
武
庫
珂
の
所
鼠
と
し
て
二
月
四
日
を
も
っ
て
製
造
所
と
改
称
、
兵
器
の
製

造
を
担
当
さ
せ
た
(
旧
石
川
島
造
船
所
の
施
設
に
お
い
て
は
主
と
し
て
兵
器
の
修
理

を
行
、
つ
)
。

明
治
八
年
二
月
に
は
水
雷
製
造
局
を
廃
止
し
武
産
河
造
兵
課
の
所
管
と
し
た
。
と

こ
ろ
が
五
月
七
日
に
は
武
庫
司
も
造
兵
課
も
路
止
と
な
り
、
築
地
問
了
日
の
海
軍
省

構
内
に
兵
器
局
を
新
設
し
両
者
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
。

明
治
八
年
五
月
一
四
日
、
造
兵
所
を
兵
器
製
造
所
と
改
称
し
た
。
九
年
八
月
一
一

臼
を
も
っ
て
兵
器
局
所
轄
の
鹿
児
島
製
造
所
は
、
王
船
寮
の
所
属
と
な
っ
た
が
、
一

O

年
八
月
の
主
知
寮
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
部
省
へ
貸
し
渡
し
と
な
り
、
そ

日

は

の
後
兵
器
局
に
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
年
一
一
一
月
に
は
田
鹿
児
島
造
船
所
の
機
械
製

造
に
関
す
る
設
備
、
次
に
大
阪
砲
兵
支
庁
よ
り
譲
り
受
け
兵
庫
用
所
に
格
納
し
て
い

た
抱
器
も
兵
器
局
に
下
付
さ
れ
た
。
二
一
年
一

O
月
、
目
黒
三
田
村
に
火
薬
製
造
所

を
設
置
し
た
。
な
お
一
五
年
に
は
、
築
地
の
兵
器
製
造
所
に
製
鋼
並
び
に
鍛
工
の
工

場
を
建
設
す
る
な
ど
、
設
備
の
拡
充
が
は
か
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
築
地
の
敷
地
で
は
手
狭
に
な
り
、
明
治
一
六
年
三
月
一
一
一
日
を

も
っ
て
兵
器
局
は
芝
区
赤
羽
の
工
部
省
工
作
分
周
跡
に
移
転
、
所
管
の
諸
工
場
は
製

造
課
に
付
属
さ
せ
た
が
、
八
月
に
は
製
造
課
を
廃
止
し
海
軍
兵
器
製
造
所
と
改
称
し

た
。
た
だ
し
築
地
の
工
場
は
第
三
工
場
(
の
ち
製
鋼
所
)
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
さ

れ
た
。
な
お
一
八
年
一
月
、
三
田
村
火
薬
製
造
所
が
務
成
し
た
。

明
治
一
九
年
一
月
、
海
軍
省
全
体
の
官
制
改
革
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て

兵
器
局
を
魔
止
し
て
海
軍
兵
器
製
造
所
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
兵
器
局
庶
務
謀
、
検

査
課
で
行
わ
れ
て
い
た
事
務
は
艦
政
局
兵
器
謀
、
そ
の
他
を
横
須
賀
鎮
守
府
兵
器
部

及
び
海
軍
火
薬
製
造
所
に
移
し
、
海
軍
兵
器
製
造
所
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
兵
器
の

製
造
、
修
理
と
運
搬
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
四
月
一
一
一
一
日
を
も
っ
て
制

定
さ
れ
た
「
海
軍
兵
器
製
造
所
官
制
」
(
勅
令
三
二
に
よ
る
と
、
「
海
軍
兵
器
製
造

所
ハ
砲
銃
水
雷
弾
丸
其
他
ノ
兵
器
及
属
具
ヲ
製
造
修
理
シ
及
兵
器
購
入
ニ
関
ス
ル
事

務
ヲ
掌
」
(
第
一
条
)
り
、
「
製
造
科
検
査
科
材
料
課
許
算
課
ヲ
援
ク
」
(
第
二
条
)

〔

6
)

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

-25 

明
治
二
二
年
四
月
二

O
日
に
ふ
た
た
び
官
制
改
革
が
実
施
さ
れ
、
海
軍
兵
器
製
造

所
は
海
軍
造
兵
蹴
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
制
定
さ
れ
た
「
海
軍
造
兵
蹴
官
制
」
に
よ

る
と
、
「
海
軍
造
兵
廠
ハ
兵
器
ヲ
製
造
修
理
購
買
ス
ル
所
」
(
第
一
条
)
で
あ
り
、
「
製

造
科
検
査
科
会
計
課
材
料
課
倉
庫
諜
ヲ
誼
ク
」
(
第
二
条
)
と
な
っ
て
い
る
。
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生
産
能
力
の
推
移

生
産
能
力
に
つ
い
て
、
ま
ず
築
地
に
石
川
島
所
在
の
諸
工
場
(
元
造
兵
所
)
を
移

転
し
た
直
後
と
な
る
明
治
八
(
一
八
七
五
)
年
一
月
の
海
軍
造
兵
所
の
状
況
を
記
す

こ
と
に
す
る
。

2 当
時
造
兵
所
ノ
機
械
ハ
旋
盤
僅
カ
二
五
台
ニ
シ
テ
職
工
百
七
十
余
人
機
械
ハ
人

力
ニ
テ
運
転
ス
工
業
甚
々
幼
稚
ニ
シ
テ
例
ヘ
ハ
砲
架
ノ
照
準
螺
ノ
如
キ
先
ツ
鉄

ノ
丸
棒
ニ
縮
キ
角
鉄
条
ヲ
捲
キ
着
ケ
之
ヲ
鎖
着
セ
ル
ガ
如
キ
有
様
ナ
リ
シ
、
部

シ
テ
優
秀
ナ
ル
工
場
係
員
ハ
躍
摩
旧
集
成
館
ヨ
リ
苔
致
セ
シ
ナ
リ
、

こ
の
よ
う
に
、
「
精
々
砲
架
の
修
理
を
す
る
位
が
関
の
山
い
で
あ
っ
た
海
軍
造
兵

所
の
技
術
は
、
明
治
四
年
二
月
以
来
イ
ギ
リ
ス
の
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
に
お
い
て

造
砲
術
を
淑
得
し
て
き
た
原
田
宗
助
(
の
ち
海
軍
造
兵
総
監
)
が
一

O
年
五
月
二
一

日
に
帰
国
、
全
工
場
の
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と
に
よ
り
発
展
の
緒
に
つ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
つ
い
で
一
一
年
に
製
鋼
技
術
研
究
の
た
め
大
河
乎
才
蔵
(
の
ち
海
翠
造
兵

大
監
)
が
ド
イ
ツ
の
ク
ル
ッ
プ
社
に
派
遣
さ
れ
一
四
年
に
帰
国
し
た
。
一
五
年
に
は

こ
れ
ら
二
名
の
技
術
者
を
中
心
に
、
製
鋼
法
を
研
究
す
る
と
と
も
に
製
鋼
及
び
鍛
工

工
場
を
新
設
、
「
十
二
月
鉛
銅
用
黒
鉛
堆
塙
ヲ
創
製
シ
従
来
使
用
ノ
外
悶
製
吋
モ
ル

ガ
ン
」
地
鳴
ニ
劣
一
フ
サ
ル
良
品
ヲ
得
タ
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
日
本
最
初
の
黒
鉛
柑

塙
に
よ
り
兵
器
造
修
用
鋼
材
及
び
炉
地
金
を
製
造
し
た
同
じ
年
に
、
練
期
間
艦
「
鳳
湖
」

用
一
一
一
斤
ナ
ポ
レ
オ
ン
カ
ノ
ン
砲
の
砲
架
二
基
を
製
造
し
た
(
海
箪
に
お
け
る
最
初

の
鉄
製
砲
架
)
。

明
治

七
年
、
海
軍
兵
器
製
造
所
が
製
造
し
た
鋼
に
よ
っ
て
、

完
成
し
た
(
海
箪
の
最
初
の
機
砲
)
。
ま
た

八
年
に
は
、

四
連
機
砲
四
挺
を

ク
ル
ッ
プ
式
短
七
セ
ン

門
及
び
問
砲
架
を
製
造
し
た
(
海
軍
の
最
初
の
砲
身
)
。
そ
し
て

一
二
セ
ン
チ
以
上
一
七
セ
ン
チ
ま
で
の
ク
ル
ッ
プ
式
鋼
鉄
棉
弾
を
創
製
し
た
。

O
年
に
は
、
機
械
の
新
設
、
製
鋼
炉
の
改
築
、
蒸
気
力
の
増
設
が
あ
り
、
蒸

気
力
の
総
高
一
三
馬
力
、
職
工
総
数
人

O
O名
に
達
し
た
。

チ

者包

九
年

ゆ
』
や
J

匹、
t
l
 

な
おこ

の
よ
う
に
海
箪
造
兵
廠
は
、
着
実
に
発
麗
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
向

廠
の
生
産
能
力
は
、
弾
丸
類
及
び
付
属
兵
器
の
製
造
と
砲
銃
・
水
雷
の
修
理
に
と
ど

ま
り
、
小
銃
・
大
砲
・
魚
形
水
雷
は
試
製
の
段
階
で
最
産
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、

海
軍
の
需
要
に
応
ず
る
こ
と
は
量
的
に
も
紫
的
に
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
主
力

工
場
の
あ
る
赤
羽
は
、
海
上
輸
送
に
不
使
で
住
宅
地
に
近
接
し
て
い
て
鎮
守
府
に
速

い
な
ど
欠
点
が
多
く
、
拡
張
す
る
こ
と
は
不
利
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
詳
述
す
る
。

26 -

新
造
兵
癒
(
兵
器
製
造
所
)
設
立
計
画

1

新
造
兵
廠
設
立
計
額
の
作
成

新
造
兵
廠
設
立
に
つ
い
て
は
、
出
一
一
川
西
の
確
定
後
は
比
較
的
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
い
た
る
経
緯
に
関
し
て
は
、
山
内
万
寿
治
の
吋
回
顧
録
』
と
吋
明
治
工
業
史
』

火
兵
篇
鉄
鋼
簡
に
、
そ
の
一
端
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
抽
象

的
で
内
容
に
疑
問
も
み
ら
れ
る
が
、
当
時
を
知
り
う
る
貴
重
な
文
献
で
あ
り
、
内
容

を
吟
味
し
な
が
ら
事
実
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
大
正
一
一
一
(
一
九
一
四
)
年
と
比
較
的
早
い
時
期
に
著
さ
れ
た
吋
回
顧
銀
』
に

よ
る
と
、
「
西
郷
梅
軍
大
臣
外
遊
の
際
随
行
貝
原
田
宗
助
氏
に
命
じ
、
吋
ノ

l
ブ
ル
』

翁
に
依
嘱
し
て
大
体
の
設
計
を
作
さ
し
め
、
憲
法
発
布
前
に
十
年
計
闘
と
し
て
予
算

確
立
し
」
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
吋
明
治
工
業
史
』
火
兵
篇
鉄
鋼
篇
に
は
、
「
明

治
二
十
一
一
年
機
山
・
閥
郷
阿
海
軍
中
将
親
し
く
泰
商
諸
国
を
視
察
し
、
帰
朝
後
、
我

hiu-libc
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が
国
に
兵
器
製
造
所
の
新
設
を
企
留
せ
ら
る
。
乃
ち
弐
百
五
拾
万
円
、
十
筒
年
継
続

事
業
と
な
し
、
地
を
阻
ハ
に
相
し
、
次
い
で
工
事
に
著
手
す
る
に
吏
れ
り
」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。

計
一
割
の
決
定
に
い
た
る
経
緯
に
限
定
し
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、
前
者
に
お
い
て

西
郷
海
軍
大
臣
が
外
遊
し
た
際
に
臨
行
し
た
原
田
に
命
じ
て
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社

の
重
鎮
の
ノ

i
ブ
ル
に
大
体
の
設
計
を
依
頼
し
た
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で

は
明
治
二
一
一
(
一
八
八
九
)
年
の
樺
山
・
西
郷
の
西
洋
へ
の
視
察
の
結
果
を
踏
ま

え
て
帰
国
後
立
案
し
た
と
記
述
す
る
な
ど
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
両
者
と
も
、

一
一
二
年
度
か
ら
一
一
一
四
年
度
ま
で
の
一
一
一
一
ヵ
年
継
続
事
業
を
、
一

0
ヵ
年
継
続
事
業
と

誤
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
山
内
が
一
一
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
、
翌
二
五

年
か
ら
新
造
兵
廠
設
立
計
闘
に
関
係
し
た
と
き
を
も
っ
て
初
年
度
で
あ
る
と
錯
覚
し

そ
の
ま
ま
吋
回
顧
録
』
に
記
し
た
も
の
を
、
後
年
に
資
料
と
し
て
使
崩
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

両
者
の
相
違
点
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
新
造
兵
廠
設
立
計
画
の
出
発
点
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
明
治
一
八
年
一
二
月
に
海
軍
省
の
技
術

顧
問
川
に
就
任
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ベ
ル
タ
ン
が
一
九
年
五
月
に
提
出
し
た
二
つ
の
意

見
書
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
大
砲
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
な
か
で
ベ
ル
タ

ン
は
、
「
余
ハ
本
論
ノ
第
一
段
ニ
在
テ
日
本
海
軍
ガ
悶
式
ノ
大
砲
即
チ
野
本
ノ
為
メ

ニ
鋳
造
ス
可
キ
諸
製
砲
所
ニ
供
設
ス
ル
所
ノ
日
本
常
用
ノ
模
式
ヲ
選
定
セ
ン
事
を
企

望
ス
ル
ナ
リ
」
と
し
、
「
一
一
一
十
年
来
顕
著
ノ
功
舟
ヲ
讃
メ
ル
仏
国
海
軍
ノ
現
用
式
い

を
最
良
と
し
て
、
具
体
的
に
一
四
セ
ン
チ
か
ら
一
六
セ
ン
チ
砲
製
造
に
実
績
の
あ
る

フ
ラ
ン
ス
の
兵
器
製
造
会
社
を
推
薦
す
る
。
も
う
一
方
は
、
五
月
六
呂
に
山
口
ハ
軍
港
に

出
張
し
造
船
所
と
し
て
の
適
性
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
彼
は
、

「
海
水
ヲ
蹄
テ
、
造
船
所
ト
相
対
セ
ル
大
筏
礁
島
の
近
傍
ハ
大
抱
及
ピ
水
雷
用
地
ト

ス
」
と
、
あ
え
て
兵
器
製
造
工
場
の
立
地
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
ベ
ル
タ
ン
の
指
摘
し
た
用
地
に
つ
い
て
、
明
治

O
年
に
呉
軍
港
を
訪
問
し

た
海
軍
大
佐
本
借
宅
命
は
、
「
ベ
ル
タ
ン
製
鉄
所
見
込
地
」
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
、

呉
軍
港
が
新
造
兵
蹴
の
候
揃
地
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
海
軍
省
首
脳
の
あ
い
だ
で
は

周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
設
立
計
画
を
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た
原
田
は
、
後
年
、

「
兵
器
製
造
所
設
立
ノ
計
画
タ
ル
ヤ
明
治
二
十
年
ニ
創
マ
リ
」
と
明
記
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
明
治
一
九
年
に
は
大
砲
等
の
製
造
計
舗
が
論
議

の
対
象
と
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
新
造
兵
廠
用
地
と
し
て
呉
軍
港
を
候
補
地
に
あ

げ
る
な
ど
か
な
り
具
体
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
叩
鉄
蹴

導
入
を
中
、
心
と
す
る
一
八
年
前
後
の
軍
備
拡
張
計
調
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
り
、
ま
た
一
九
年
の
第
一
期
軍
備
拡
張
計
画

に
含
ま
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
当
時
は
海
箪
省
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

ウ

t
q'u 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
西
郷
権
軍
大
庄
の
視
察
は
明
治
九
年
七
月

ニ
O
年
六
月
一
一
一

O
日
、
樺
山
の
視
察
は
二

O
年
九
月
二
五
日
か
ら
二
一
年

一
九
日
で
あ
り
、
「
明
治
工
業
史
』
火
兵
矯
鉄
鋼
篇
の
ニ
二
年
に
同
時
に
外
遊
し
た

と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
西
郷
海
軍
大
臣
と
原
田
海
軍
二
等

技
師
ら
六
名
の
随
行
員
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
視
察
し
た
の
ち
、
九
月
一
二
日
に

イ
ギ
リ
ス
の
リ
パ
プ

i
ル
港
に
到
若
し
て
お
り
、
ベ
ル
タ
ン
の
推
薦
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
会
社
で
は
な
く
、
山
内
の
「
回
顧
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
社
の
実
力
者
で
あ
る
ノ

l
ブ
ル
へ
新
造
兵
廠
の
大
体
の
設
計
を
依
頼
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
れ
以
降
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

日
か
ら
O 
月

hiu-libc
長方形



グ
社
か
ら
届
い
た
大
体
の
設
計
を
も
と
に
し
て
、
製
品
・

据
付
機
械
・
予
算
・
従
業
員
数
な
ど
計
画
の
具
体
化
が
図
ら
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
準
舗
の
の
ち
、
明
治
一
一
二
年
一
一
月
二
五
日
、
海
軍
大
佐
野
村
貞
、
海

草
大
技
監
原
田
宗
助
、
同
前
田
亨
の
三
名
が
造
兵
蔽
設
立
取
調
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
野
村
は
、
石
間
士
山
」
艦
長
か
ら
同
年
五
月
一
丑
日
に
海
軍
造
兵
廠
長
に

転
じ
た
武
官
で
、
兵
器
製
造
に
は
直
接
関
係
の
な
い
経
歴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
原
田
は
海
軍
造
兵
廠
製
造
科
長
、
前
回
は
二
周
一
課
長
と
の
兼
務
な
が
ら
と
も

に
兵
器
製
造
技
術
に
通
じ
て
お
り
、
こ
の
計
闘
の
中
核
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

場
建
設
地
・
工
場
規
模

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
三
年
二
月
八
日
、
調
査
の
結
果
、
新
造
兵
織
は
、
「
山
穴
熊
港
ヲ
以
テ
最
適

ノ
地
」
と
定
め
、
呉
鎮
守
府
兵
器
部
兵
器
庫
の
隣
接
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
「
東
京
造
兵
廠
ノ
規
模
、
拡
張
ニ
余
地
ナ
キ
ヲ
似
一
日
、
呉
軍
港

に
新
た
に
本
格
的
な
造
兵
廠
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
川
口
ハ

軍
港
を
選
定
し
た
遊
山
に
つ
い
て
は
、
の
ち
の
存
続
論
争
で
中
心
と
な
る
の
で
詳
細

は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
こ
こ
が
防
御
に
最
適
な
瀬
戸
内
海
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、

海
軍
は
そ
こ
に
鎮
守
府
及
び
造
船
部
と
と
も
に
新
造
兵
搬
を
設
置
す
る
こ
と
を
理
想

と
考
え
て
い
た
と
い
う
点
の
み
を
指
摘
し
て
お
く
。

丹
、
造
兵
蔽
設
立
取
調
委
員
よ
り
、
新
造
兵
廠

明
治
二
一
一
一
年

建
築
費
計
一
間
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
表

事
計
師
及
び

し
た
よ
う
に
新
造
兵

お
以
み
J

品、
l
l
 

年
間
に
わ
た
っ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
予
算
を
費
目
別
に
分

ニ
五
一
一
一
万
一
五

O
O
円
の
予
算
で
、

二
年
度
よ
り
一
一
一
間
年
度
ま
で
一
一
一
一

類
す
る
と
、
建
築
費
九
一
一
一
万
八
六

O
O
円
、
器
械
費
五
五
万
一

O

O
円
、
作
場

費
四
万
一
八
九

O
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
年
度
割
工
事
計
闘
に
つ
い
て
は
、
表

四
、
表
五
(
後
掲
)
の
よ
う
に
、
当
初
は
土
地
の
購
入
や
基
盤
繋
備
に
重
点
が
お
か
れ
、
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治

郎

明

多
額
の
費
用
が
必
要
な

要

場

の

建

設

や

設

備

・

機
械
の
導
入
は
、
ニ
八
年

度
以
時
、
と
く
に
一
ニ

O
年

代
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

生
産
品
目
に
つ
い
て
は

同
じ
資
料
に
記
述
が
み
あ

た
ら
な
い
が
、
明
治
二
五

一
一
月
七
日
に
帝
国
議

年会
へ
提
出
し
た
と
忠
わ
れ

-28 -

る
「
一
一
間
年
度
歳
出
臨
時

部
土
木
費
予
定
経
費
明
綿

書

ニ

対

ス

ル

質

問

第

三

項
兵
器
製
造
所
建
築
費
」

に
つ
い
て
の
答
弁
書
(
案
)

五
項
自
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
に
回
答
し
て
い
る
)
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

新法兵!蔽(兵器製造所)建築費予算案1 の
六
項
目
に
(
質
問
は

ル
見
込
ナ
リ

新
設
兵
器
製
造
所
落
成
ノ
上
鋼
材
ノ
供
給
ヲ
得
ハ
左
ノ
兵
器
ヲ
製
出
シ
得

答

拾拾三t
J母七拾
乃 J母問
主乃指
l現歪抱
~'/H拾
速二
射払U:
砲砲
或

機
砲

壱
ヶ
年

/¥. 
r'~ 

戸、/¥
..::r:.. ..::r:.. 

拾拾
r"J I可

hiu-libc
長方形



+
i
庁
玉
子
、
月
J

昔
日

2
4
7
1ノ
日
l

i
n
U
4
日
号

ぴ
仙
川
古
河

鋼
鉄
四
十
口
後
長
ト
仮
定
ス

全

七

拾

個

但
五
十
八
門
一
一
対
ス
ル
艦
用
砲
架
、
艇
用
砲
加
水
、
野
戦
砲
加
水
、
前
車
等
ニ

シ
テ
今
普
通
ノ
製
式
ヲ
以
一
ア
標
準
ト
ス

三
拾
二
崎
乃
査
四
揖
砲
弾
丸

機
砲
弾
薬
包

魚
形
水
雷

防
禦
水
官

攻
撃
水
雷

日

五
拾
備

週

四
千

拾百
他11間

ケ

年

ノ¥
ーし

二
百
倒
乃
至
四
百
個

/¥、
.I. 

五
官
傭
乃
豆
七
百
個

〔
以
下
省
略
〕

こ
こ
で
呉
鎖
守
府
造
船
部
建
設
計
闘
と
こ
の
新
造
兵
廠
設
立
計
舗
を
比
較
し
、
そ

こ
か
ら
特
徴
を
導
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
予
算
に
つ
い
て
み
る
と
、
両
者
と
も
明
治

二
二
年
度
開
始
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
が
約
一
一
一
六
万
円
の
八
カ
年
継
続
事
業
、

後
者
が
約
二
五
三
万
円
の
一
一
一
一
カ
年
継
続
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
期
間
が

長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
後
者
の
長
さ
が
自
立
つ
。
生
産
品
目
に
関
し
て

は
、
前
者
は
一
一
船
渠
(
ド
ッ
ク
)
・
一
一
一
船
台
に
よ
り
一
万
ト
ン
級
申
鉄
艦
以
下
の
各

種
艦
艇
の
建
造
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
後
者
は
二
四
セ
ン
チ
以
下
の
各
種
砲
と
付

属
品
、
各
種
魚
形
水
雷
等
の
製
造
を
目
指
し
て
い
る
。
兵
器
と
艦
艇
と
い
う
こ
と
で

単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
前
者
が
最
先
端
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
主
力

艦
の
建
造
を
目
標
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
当
特
の
戦
艦
へ
の
搭
載
主
砲
が
二
一
イ

ン
チ
(
一
一
一

0
・
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
者
は
通
常

で
は
巡
洋
艦
ク
ラ
ス
の
、
王
砲
の
製
造
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
ベ
ル

タ
ン
の
唱
え
た
一
四
セ
ン
チ
な
い
し
一
六
セ
ン
チ
砲
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
く
、
こ

こ
に
小
型
搬
用
に
満
足
せ
ず
、
将
来
は
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
大
型
艦
に
搭
載
す
る
主
砲
を
製
造
し
よ
う
と
い
う
意
密
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
前

者
の
場
合
は
二
四
年
度
ま
で
に
小
型
艦
艇
の
建
造
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
た
が
、
後
者
の
場
合
は
兵
器
の
生
産
は
最
終
年
度
近
く
に
な
ら
な
け
れ
ば
実
現

し
え
な
い
内
容
で
あ
っ
た
。

兵
器
製
造
所
設
立
計
画
の
改
正

こ
う
し
た
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
設
立
計
額
に
よ
り
工
場
用
地
の
整
備
、
倉

庫
の
建
設
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
五
(
一
八
九
二
)
年

に
い
た
り
、
一
一
一
景
艦
の
う
ち
唯
一
悶
内
の
横
須
賀
鎮
守
府
造
船
部
で
建
造
さ
れ
て
い

る
「
橋
立
」
(
四
二
七
八
排
水
ト
ン
)
を
呉
軍
港
に
回
航
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
製
造
さ

れ
た
三
一
一
セ
ン
チ
主
砲
を
搭
載
す
る
た
め
、
そ
れ
に
使
用
す
る
ク
レ
ー
ン
を
早
期
に

据
え
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
当
初
計
掴
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の

件
に
関
し
て
は
、
当
初
、
横
須
賀
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
橋
立
」
へ
の

主
砲
の
装
備
は
、
安
全
性
に
疑
問
が
出
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

「
然
ル
ニ
明
治
二
十
五
年
一
月
百
噸
起
重
機
ヲ
至
急
性
ハ
ニ
設
龍
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
シ

既
ニ
工
事
進
捗
中
ナ
ル
ヲ
以
テ
「
橋
立
」
ノ
仏
国
間
航
ヲ
取
止
」
め
た
と
、
淡
々
と

記
さ
れ
て
い
る
。

2 

ハ
可
νつ山

間
一
ハ
軍
港
に
お
い
て
「
橋
立
」
の
主
砲
を
搭
載
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
向
じ
明
治

二
五
年
一
月
、
「
八
拾
五
噸
ノ
予
定
ニ
候
処
砲
種
ノ
進
歩
著
大
ニ
シ
テ
将
来
尚
震
量

増
大
ノ
砲
種
ヲ
要
シ
候
哉
モ
難
計
立
器
械
モ
年
数
経
過
ノ
後
ハ
幾
分
ノ
器
械
カ
ヲ
減(ね)

少
候
ハ
必
然
ニ
付
吉
噸
ノ
器
械
ニ
一
史
定
」
し
た
(
明
治
二
五
年
一
月
一
九
日
に
決
定
)
。

こ
の
一

0
0
ト
ン
と
い
う
能
力
は
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
で
も
当
時
最
大
規
模
の

ク
レ
!
ン
で
あ
り
、
「
橋
立
」
と
向
型
艦
の
「
厳
島
」
や
「
松
島
」
の
主
砲
の

hiu-libc
長方形
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…明

が
六
六
ト
ン
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
将

来
は
戦
搬
に
、
王
砲
を
搭
載

す
る
こ
と
も
見
込
ん
だ
変

一
史
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て

100トンクレーン早期据付にともなう予算変更梁表2

一
一
阿
川

O
B
に
は
、

三
四

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
た
ク
レ
ー
ン
設
置
費
を

年
度
以
降
に
繰
り
上

げ
る
な
ど
、
表
こ
の
よ
う

に
総
予
算
額
、
各
年
度
割

予
算
支
出
額
を
変
え
な
い

と
い
う
条
件
の
な
か
で
予

算
変
更
を
実
施
し
た
(
具

体
的
事
業
の
変
克
に
つ
い

て
は
、
後
掲
の
表
六
と
七

参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
み
て

く
る
と
、
「
橋
立
」

砲
搭
載
の
た
め
と
い
う
理
由
で
一

0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
英
軍
港
へ
設
置
し
た
背
景

の

に
は
、
存
続
論
争
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
兵
器
製
造
所
の
設
立
を
縦
突
な
も
の
と
し
、

さ
ら
に
主
力
艦
用
の
兵
器
の
製
造
も
可
能
な
も
の
に
さ
せ
た
い
と
い
う
海
軍
省
内
の

関
係
者
の
強
い
意
閣
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
明
治

べ
た
よ
う
に
明
治

一
一
一
年
九
月 五
年
二
月
九
日
に
造
兵
廠
設
立
取
調
委
員
(
す
で
に
述

日
に
新
造
兵
廠
は
兵
器
製
造
所
と
改
称
さ
れ
る
が
、

委
員
に
つ
い
て
は
、
呉
兵
器
製
造
所
設
立
調
査
委
員
、
兵
器
製
造
所
設
立
取
調
委
員

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
)
に
任
命
さ
れ
た
山
内
海
軍
大
尉
は
、

三
月
に
呉
に
出
張
し
て
建
築
工
事
の
現
場
を
視
察
し
、
次
の
よ
う
な
修
正
案
を
提
出

し
た
。(

一
)
二
六
年
度
以
降
五
ヶ
年
ニ
シ
テ
完
成
セ
シ
ム

(
二
)
之
カ
為
メ
工
場
設
備
ヲ
十
五
栂
速
射
砲
ヲ
新
製
シ
三
十
二
揖
砲
迄
ノ
修
理

ヲ
行
ヒ
得
ル
経
度
ニ
止
ム

(
一
一
一
)
製
鋼
場
ハ
目
下
官
立
製
鋼
所
計
問
中
ニ
シ
テ
議
会
通
過
見
込
ア
ル
ニ
銑

ミ
之
ヲ
設
ケ
サ
ル
コ
ト

(
四
)
お
宅
民
一
繰
上
並
ニ
規
模
縮
釘
ノ
結
果
総
額
二
於
テ
約
七
十
五
万
七
千
五
百
三
十

円
ヲ
減
少
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

30 -

山
内
は
明
治
六
年
に
海
兵
寮
生
徒
と
な
り
、
軍
艦
勤
務
を
へ
て
一
七
年
に
海
軍

中
尉
に
任
官
し
た
が
、
そ
の
後
は
兵
器
製
造
方
面
に
転
進
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・

イ
ギ
リ
ス
の
兵
器
工
場
を
視
察
す
る
な
ど
、
「
満
腔
の
抱
負
を
持
し
て
欧
洲
に
客
た

り
し
こ
と
、
滋
に
八
年
」
、
二
四
年
一

O
月
四
日
に
帰
国
し
た
(
明
治
一
九
年
七
月

二
一
一
日
に
海
軍
大
尉
に
昇
進
)
。
そ
し
て
直
後
の
一

O
月
二
一
一
日
に
製
鉄
所
設
立
案

取
調
委
員
、
一

O
月一一一

O
日
に
造
兵
廠
検
査
科
長
心
得
、
さ
ら
に
二
五
年
に
兵
器
製

造
所
の
設
立
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
山
内
は
本
務
の
海
軍
造
兵

廠
に
つ
い
て
は
、

こ
は
到
成
一
札
口
等
如
き
新
参
者
の
力
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
寧
ろ
此
際

旧
窟
を
去
り
新
規
創
設
の
一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
看
破
し
、
乃
ち
此
方
面
に

関
し
て
大
に
碩
策
す
る
所
あ
ら
ん
と
欲
し
、
同
じ
く
委
員
た
り
し
原
田
、
前
田
の
両

氏
と
も
屡
々
協
議
を
章
一
ね
、
日
ハ
管
之
が
進
捗
に
全
力
を
尽
く
し
た
り
」
と
回
想
し
て

hiu-libc
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(
初
)

い
る
。

多
年
に
わ
た
る
海
外
経
験
か
ら
日
本
の
国
力
と
海
軍
の
技
術
力
を
判
断
し
た
山
内

大
尉
は
、
大
殉
に
つ
い
て
は
戦
時
応
急
的
対
応
が
迫
ら
れ
る
修
理
に
限
定
し
、
実
現

可
能
に
し
て
効
力
の
あ
る
一
五
セ
ン
チ
速
射
砲
を
早
期
に
製
造
す
る
と
い
う
修
正
案

を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
旅
田
海
軍
大
技
監
に

よ
り
、
旧
計
一
割
の
服
序
を
変
更
し
て
明
治
一
一
三
年
度
ま
で
に
山
内
提
出
の
新
案
と
向

じ
生
産
能
力
を
整
備
し
、
そ
の
後
に
大
砲
な
ど
の
製
造
に
必
要
な
残
余
の
設
舗
を
建

設
し
よ
う
と
い
う
対
策
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
間
案
に
つ
い
て
海
軍
技
手
坂
東

喜
八
、
海
軍
大
技
士
費
志
泰
、
海
軍
大
関
山
内
万
寿
治
、
海
軍
大
技
監
大
河
平
才
蔵
、

同
前
田
亨
、
岡
原
悶
宗
助
の
六
名
に
よ
り
比
較
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の

よ
う
な
利
害
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

旧
計
測
ノ
順
序
ヲ
更
正
シ
タ
ル
ト
キ
ノ
利
害

第

廿

四

擬

砲

以

下

ヲ

新

製

シ

修

理

ハ

廿

六

揖

以

下

内

傍

ヲ

換

装

シ

得

ノ
利

第
二
ノ
利

ル
事
造
共
事
業
ヲ
中
止
セ
ザ
ル
事

造
兵
新
事
業
ヲ
始
ム
ル
ニ
廿
六
年
ヨ
リ
八
年
目
ニ
シ
テ
新
許
癌
ヨ

第

リ
後
ル
、
コ
ト
二
年
ナ
ル

第
二
ノ
害

判ハ

場
東
京
、
呉
ノ
両
所
ニ
分
レ
不

初使
年ナ
ノル年
支事半
出期
額巳
少後
ク二
末ケ
ニ年
半
ノ¥

第
一
ニ
ノ
害

テ
増
加
ス
、
故
ニ
起
業
上
整
理
ニ
困

難
ナ
ル

新
計
画
ノ
利
'
寄

第

竣
工
年
度
ヲ
悶
ヶ
年
短
縮
ス
ル
ヲ
以
テ
造
兵
新
事
業
ヲ
始
ム
ル

ノ
利

第
二
ノ
利

モ
亦
阜
、
ン
ト
ス

費
額
ニ
於
テ
凡
ソ
七
拾
五
万
円
、
減
少
ス
ル
事

十
七
揖
以
上
ノ
砲
ニ
主
テ
ハ
新
造
、
ン
得
ザ
ル
事

但
シ
内
筒
ヲ
換
装
ス
ル
等
ノ
大
修
理
ハ
行
フ
能
ハ
ス

砲
架
ノ
修
理
モ
亦
之
ニ
準
ス

製
鋼
所
設
立
議
案
通
過
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
小
製
鋼
場
ヲ
追
加
ス
ル
為

メ
ニ
更
ニ
二
拾
余
万
円
ノ
請
求
ヲ
要
ス
ル
事

第
一
ノ

第
二
ノ

こ
の
調
査
結
果
は
、
明
治
二
五
年
三
月
二
四
日
、
第

局
長
相
浦
紀
道
に
提
出
さ

れ
た
。
そ
し
て
一
一
一
月
六
日
に
、
「
従
来
ノ
計
間
ヲ
短
縮
シ
製
砲
ノ
事
業
ヲ
十
五
揖

ニ
止
メ
段
ハ
得
策
ニ
非
ス
ト
思
惟
候
ニ
付
旧
許
爵
ニ
従
ヒ
乙
号
〔
鼠
田
案
〕
之
通
リ

(
お
)

順
序
ヲ
吏
正
候
」
と
い
う
決
定
が
く
だ
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
山
内
案
を
採
用

し
た
場
合
、
予
算
の
組
み
替
え
が
必
要
と
な
り
、
「
議
会
ノ
協
賛
ヲ
求
メ
サ
ル
ヲ
得

ス
議
会
ノ
協
賛
ヲ
求
ム
ル
ニ
ハ
砲
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
陸
軍
ニ
テ
製
造
シ
海
軍
ニ
テ
ハ

其
小
ナ
ル
モ
ノ
、
ミ
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト
ヲ
確
定
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
い
う
事
情
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
海
軍
と
し
て
は
早
期
に
兵
器
製
造
を
実
現
し
た
い
と
い
う
希
望

を
持
ち
つ
つ
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
目
標
で
あ
る
兵
器
製
造
所
の
存
続
を
確
定
し
、

計
画
期
間
内
に
大
砲
を
製
造
す
る
こ
と
を
よ
り
鋸
先
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

て
従
来
の
計
屈
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
兵
器
生
産
を
ニ
年
間
…
短
縮

す
る
修
正
案
が
決
定
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
明
治
二
六
年
六
月
二

O
臼
、
山
内
大
尉
は
造
兵
版
設
立
取
調
委

員
兼
造
兵
監
督
官
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
六
月
三

O
日
に
兵
器
製
造

所
用
の
機
械
の
購
入
に
必
要
な
調
査
を
な
す
こ
と
な
ど
の
訓
令
を
受
け
た
。
そ
の
後

官
E
ょっd
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( 建築費 器械費 ; 
旧計画:…新計間 I日計画 新計画:計(新計画)

明治25年度 97，000 89，000 ! 0 11，000 I 100，000 
26 54，000 4，570 r 42，600 95，430 I 100，000 
27 21，220 56，850 I 75，780 43，150 I 100，000 
28 97，000 64，620 0 35，380 I 100，000 
29 9，070 80，000 i 87，930 20，000! 100，000 
30 72，370 103，510! 124，120 96，490 i 200，000 
31 45，840 148，290 I 350，660 251，710 i 400，000 
32 176，080 155，600 I 218，920 244，400! 400，000 
33 125，400 77，060 i 269，600 322，940 I 400，000 
34 55，100 71，010 I 381，400 370，490 i 441，500 
計 753，080 850，510 I 1，551，010 1，490，990 2，341，500 

11¥所;r災兵務製造所建築学然変換ilréニヲユ~r.年度羽交換i之1'1ニ J Iy]治2711"4月
(防衛研究所以H'Hiui済成「自明治11-三年波間二三 f-1f兵若手製法j好投説得総J~-)。

波;1)当初計P!ìí と瀞i;ìI"附iの討が一致しないのは、建築伎の事rr 首I"fùij には{1;~住 11(が含まれているのに、
当初;¥-1例には*まれていないことによる。
2)llf]iti26年伎の滞械22仰向hllii)は9)55000刊となっていたが、単純な絞りと添われるので訂正
した。

るる
こよ
とう
にに
な設
つ備
たを
O 整

も 申請
ちす

qifIl: ; IT] 
lJ}j?'合27年4月兵器製造所の予算変更案表3

月一一一

O
日
を
も
っ
て

造
兵
監
督
官
と
し
て
ふ
た

た
び
イ
ギ
リ
ス
へ
の
出
張

を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
出

発
に
先
立
ち
兵
器
製
造
所

の
将
来
計
踊
に
関
し
て
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
一
一
一
二
年
度
ま
で

に
東
京
の
海
軍
法
兵
廠
を

山
口
ハ
の
兵
器
製
造
所
に
移
転
、

そ
れ
ま
で
に
同
所
に
お
い

て
一
五
セ
ン
チ
速
射
砲
以

下
の
各
種
砲
を
製
造
で
き

ろ
ん
、
従
来
の
総
予
算
額

は
も
と
よ
り
、
各
年
度
部

り
予
算
支
出
額
も
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
た
だ
そ
の
支
出
内
容
を
組
み
替
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
七
年
二
月
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
兵
器
製
造
所
の
修
正
計
闘
を
樹

立
し
た
出
内
委
員
は
、
そ
れ
を
諸
問
頼
之
委
員
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
修
正

の
要
点
を
分
析
す
る
と
、
一
一
・
七
年
度
は
す
で
に
決
定
し
て
い
る
鍛
工
場
は
そ
の
ま
ま

八
年
度
に
は
水
雷
機
械
場
、
水
品
一
間
集
成
場
の
建
設
に
着
手
し
、

建
設
す
る
も
の
の
、
一

九
年
度
に
水
雷
工
場
を
整
備
し
鍛
工
場
の
残
工
事
も
完
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三

0
・
一
一
二
年
度
に
砲
架
機
械
場
、
造
砲
機
械
場
、
鋳
工

場
を
整
備
し
て
小
口
径
の
砲
身
の
製
造
を
可
能
に
し
、
一
一
一
二
年
度
に
は
鏑
鉄
鋳
造
場
、

鍛
錬
場
や
そ
の
他
の
工
場
を
建
設
し
、
さ
ら
に
三
コ
一
年
度
に
い
た
り
製
鋼
業
の
準
備

を
終
え
、
製
弾
施
設
の
整
備
に
着
手
、
最
終
の
三
四
年
度
に
全
生
産
設
備
と
事
務
所

や
完
備
さ
れ
た
製
関
室
、
検
査
所
、
倉
庫
な
ど
の
建
設
を
終
了
す
る
と
い
う
も
の
で

同
年
度
か
ら

あ
っ
た
。

今
回
の
計
画
の
変
更
は
、
費
用
対
効
果
を
考
え
て
、
ま
ず
水
雷
、
次
に
速
射
砲
、

最
後
に
大
砲
と
製
鋼
と
い
う
よ
う
に
生
産
の
順
序
を
定
め
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

と
く
に
山
内
は
、
「
代
価
賞
カ
ラ
サ
ル
普
通
器
械
ヲ
以
テ
事
ヲ
ザ
J
シ
得
ベ
キ
工
業
ハ

抑
モ
如
何
ナ
ル
種
類
ナ
リ
ヤ
ト
考
フ
ル
ニ
魚
形
水
欝
製
造
ニ
若
ク
ハ
ナ
シ
」
と
、
魚

形
水
雷
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
我
手
ニ
テ
製
造
シ
得
ル
ハ
信
シ
テ
疑

ハ
ズ
成
績
モ
亦
舶
来
品
ニ
比
シ
テ
決
シ
テ
談
ラ
サ
ル
ベ
キ
ヲ
保
証
ス
」
と
述
べ
る
と

-32 

と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ト
社
製
品
は
高
価
で
欠
点
が
多
い
こ
と
を
あ

げ
て
、
国
産
の
有
利
性
と
自
信
の
程
を
示
し
ら
な
お
こ
の
計
画
に
よ
る
と
、
東
京

の
海
軍
造
兵
廠
の
水
雷
機
械
一
式
を
川
口
ハ
の
兵
器
製
造
所
に
移
転
し
、
ニ
九
年
度
に
兵

器
製
造
所
は
海
軍
造
兵
廠
の
呉
分
局
と
し
て
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
山
ゆ
す
る
予
算
計
画
は
、
表
一
一
一
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

建
設
費
と
器
械
費
の
組
み
替
え
に
よ
っ
て
明
治
二
九
年
度
中
に
水
雷
、
一
一
一
二
年
度
中

に
一
五
セ
ン
チ
以
下
の
速
射
砲
を
製
造
し
よ
う
と
昔
、
心
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
変
更
予
算
は
二
七
年
五
月
旺
に
海
箪
大
臣
の
決
裁
が
お
り
、
そ
の
後
の

工
事
、
機
械
の
購
入
な
ど
は
こ
の
改
正
案
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
な
お
具
体
的
な
事
業
の
年
度
訴
に
つ
い
て
は
、
表
八
と
九
(
後
掲
)
に

示
し
た
。

hiu-libc
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
計
画
は

セ
ン
チ
以
下
の
各
種
砲
と
水
需
を
製
造
で
き
る
施
設
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
許
爵
が
あ
ま
り
に
期
間
が
長
く
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
計

闘
に
あ
た
っ
た
当
事
者
が
も
っ
と
も
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
叫
財
政

状
況
、
議
会
の
動
向
、
陸
軍
と
の
関
係
を
勘
案
し
、
ま
ず
将
来
大
砲
が
製
造
で
き
る

本
格
的
な
兵
器
製
造
所
を
設
立
す
る
保
証
を
え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
存
続
の
可
能
性
が
ま
す
と
と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る
一
計
額
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
一
年
間
に
二
四

新
進
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
の
建
設

1

地
所
買
上
げ
と
山
地
開
盤

実
際
の
建
設
状
況
を
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)
設
立
計
画
と
関
連
づ
け
な
が
ら

解
明
す
る
た
め
、
表
四
、
表
五
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
に
は
、
資
料
に
判
別
し

に
く
い
部
分
が
あ
る
た
め
正
確
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
が
、
年
度
ご
と
の
事
業
の
大

筋
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
表
聞
に
よ
る
と
、
事
業
は
地
所
買
上
げ
と

山
地
調
整
か
ら
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
こ
の
点
に
焦
点
を
あ
て

る
こ
と
に
す
る
。

明
治
二
三
(
一
八
九

O
)
年
二
月
八
日
、
新
進
兵
廠
を
阻
ハ
鎮
守
府
兵
器
部
の
兵

器
庫
の
隣
接
地
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
、
地
所
質
上
げ
と
工
事
は
、
呉
鎮
守
府
が

造
兵
廠
設
立
取
調
委
員
と
協
議
し
な
が
ら
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
月

二
O
日
、
呉
鎮
守
府
司
令
長
官
中
牟
田
倉
之
助
よ
り
地
所
買
上
命
令
が
出
さ
れ
、
こ

二
日
ま
で
に
警
回
展
・
宮
原
両
村
内
の
地
所
の
購
入
が
実
施
さ
れ
る

れ
以
降
一
一
一

こ
と
に
な
る
。

明
治
二
一
一
一
年
ニ
月

八
日
、
造
兵
廠
設
立
取
調
委
員
の
野
村
貞
と
旅
田
宗
助
が
列

車
で
東
京
を
出
発
、
二
月
二

O
日
午
後
二
時
に
呉
鎮
守
府
に
到
着
し
た
。
一
一
人
は
た

だ
ち
に
中
牟
田
長
官
と
協
議
し
地
所
買
上
げ
の
服
序
を
決
定
し
関
係
機
関
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
建
築
部
主
幹
山
崎
絃
次
郎
と
縮
部
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

翌
二
月
二
一
日
、
中
牟
間
長
官
と
新
造
兵
廠
予
定
地
に
行
き
実
地
調
査
を
し
、
各
工

場
の
位
置
を
決
定
し
た
。
二
月
二
二
日
か
ら
二
月
二
六
日
ま
で
広
島
県
と
安
芸
郡
の

職
員
・
建
築
部
員
に
よ
り
用
地
の
検
分
、
実
測
が
行
わ
れ
、
二
月
二
七
日
を
も
っ
て

実
測
図
が
作
成
さ
れ
た
。
な
お
実
測
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
買
上
用
地
が
山
林
・

一
種
に
わ
か
れ
て
い
て
地
価
に
著
し
い
蓋
が
あ
っ
た
た
め
と
述
べ
ら

れ悶
て地
し、

るお畑
0台地

の

こ
の
結
巣
、
呉
鎮
守
府
が
新
規
に
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
地
所
は
、
お
よ
そ

四
万
六

0
0
0坪
と
な
っ
た
。
当
初
に
予
定
し
て
い
た
ニ
万
一
二

O
O坪
の
ニ
倍
を

こ
え
る
地
所
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
将
来
の
工
場
用
地
、
砂
防
地
を
確

保
し
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
地
価
(
宅
地

-m地
・
畑
地
・
山
野
地
あ
わ
せ
て
一
坪

平
均
二
一
一
一
銭
余
)
、
民
家
移
転
料
(
約
一

0
0
0
円
)
、
樹
木
料
は
、
郡
長
と
土
地
所

有
者
が
評
価
を
作
成
し
そ
れ
を
建
築
部
員
が
水
比
定
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
決
定
し

た
。
こ
う
し
た
手
続
き
に
よ
り
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
、
明
治
二
一
一
一
年
三
月
五
日
に
は

土
地
所
有
者
の
承
諾
蓄
が
広
高
県
庁
に
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
確
認
し
た
野
村
と
原

田
は
、
一
一
一
月
六
日
に
帰
京
の
途
に
つ
い
た
。

q
J
 

qδ 

一
日
の
海
軍
大
臣
か
ら
内
部
総
理
大
臣
へ
の
報
告
な
ど
に

明
治
三
年
四
月
一

よ
る
と
、
実
際
の
新
進
兵
廠
崩
地
は
官
有
民
有
地
合
計
約
二
時
五
反
で
(
実
測

開
万
九
一
一
一

O
坪
)
、
こ
の
う
ち
民
存
地
約
一
一
町
四
反
(
宮
原
村
約
一
町
六
反
、
響

田
原
村
約
九
昨
八
反
)
の
代
金
は
約
九
二
九
一
一
円
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
ほ
か

家
屋
移
転
料
約
八
九
一
一
一
円
、
樹
木
買
上
代
約
二

O
一
八
円
が
加
わ
り
、
土
地
買
収
代

金
は
約
一
万
一
一
二

O
一
一
一
円
と
な
っ
た
。
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計
12，203 
257，317 
6，000 
3，000 
3，000 
10，000 
10，000 
10，000 
5，000 
5，000 
10，000 
5，000 
2，620 
10，000 
8，600 
57，600 
76，800 
33，000 
36，000 
12，800 
72，000 
36，000 
10，600 
4，900 
48，000 
8，960 
15，000 
16，000 
3，500 
71，000 
19，900 
7，200 
18，900 
7，000 
3，700 
12，000 
10，000 

忠弘盟2

7，200 
18，900 
7，000 

12，000 
10，000 
55，100 

33 

15，000 
16，000 
3，500 
71，000 
19，900 

32 

7，040 
38，800 

30 

30，610 
36，000 
5，760 

29 

6，680 
2，390 

28 

57，600 
39，400 

23~三 2 月

2，620 
10，000 
8，600 

10，000 
10，000 

5，000 
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3，700 

72.370 i 45.840 9.070 …000 54.000 21.220 I引 00o
民主「自明治II-:::{jミ渋川三三十年兵機製造所役立肉類J?:)。

の)!日合によりiiJiEした。

ljtfil: ドj

66，450 
340，930 
21，930 
8，500 
98，910 
84，450 
16，100 
4，800 
14，500 
3，450 
2，900 
9，820 
15，200 
207，360 
44，440 
121，100 
13，000 
36，070 
84，000 

51，340 
44，440 
121，100 
13，000 

2月

-34 

総 fJヨ明治11-三三"JE3i1己i三三十年兵器製j立iilr役立iIl:!I;(jJ三三)。

の)!百合により ι汀!としたO
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明治

110同L

レンガおi控11瀧 480Tf.
3川作、 2部j手

レンガ;pj丘1nli55似半

レンガ司王巡11:4;300坪

レンガイ仔巡Jj梨 1281弔

レンガ石"をH~! 60011' 

レンガ石i を1l)~ 4001'1' 

火工場 !レンガ必滋欄

会密場 jレンガ石逃1税!70作

機械集成場 jレンガ石造l械 480時

黄銅鋳造場 jレンガ有法l税!120郎

材料康 ;レンガ石滋l対i250時;

塗主主革工場 ;レンガ石造l村!200呼 i

金属試験場 :レンガ石迭問[50時 I
造抱機械場 :レンガ布邸機 600坪 i

主主包機械鉄製家Jlt{改築!レンガ石i設l材i500節 I
j卒硬並収縮場 jレンガ有問機 75坪 I
水雷機械場 jレンガ石逃1煉 320坪 i

水雷集成場 ;レンガ羽逃l様 100坪 I
火工場土滋 1 ;) ilJT 

j卒頭新設ごとヱ I 
場関新設石材その他 I

言十 … … 70.000 I 47.760 
11¥所;r兵器+製iliIYrilld誕波I仮説Mi1fJ 明治23il'-2 H (IW俗研究所関詩的i所
iJ:;l)小数点以下は11M捻11.入した。
2)立!の一致しないもの、数等:の一致しないものは、 f也の資午、!と

新造兵廠事業年度部予算案(建築費)

地所質上
山地問盤土工
用水水道土工
下水新設土工
下水新設石材諸色
月i水水i立欽絞その他料*lilff'i¥;
鉄道布設j町長鉄軌'~iJ二
鉄道布設工事費
事務所
製図場
倉庫
検査場
工場地均し土工
工場地均用石材類
ガス製出場建築
鋳工場
鍛工場
鋳鉄鋳i農場
製弾機械場
弾伴1i更場
砲梁機械場

表4
こ
う
し
た
な
か
で
明
治
二
三
年
七
月
九
日
、
西
郷
海
軍
大
臣
は
兵
器
製
造
所
を
建

設
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
(
こ
の
時
に
兵
器
製
造
所
と
い
う
名
称
が
は
じ
め
て
使
吊

こ
の
名
称
と
組
織
が
呉
鎮
守
府
に
所
属
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
た

日
の
こ
と
で
あ
る
)
。
ま
た
同
じ
七
月
九
日
、
造
兵
蹴
設
立
取
調
委

向
日
許
可
さ
れ
た
。
関
一
に
は
作
成
年
月
日

明治23年

鋼鉄鋳造場
木工場
塗主主革工場
砲架機械場
製弾機械場
集成場
黄銅鋳造場
猟j卒硬;場
火工場
会密場
金属試験場
ガス総出場
造砲機械場
jネ硬並収縮湯
水雷機械場
水雷集成場
薬缶機械場
埠頭クレーン
機械運搬並保険料

トンクレーン外l/ift

ヨー口ッパより災民主主で機械閣僚政保険料

計

IBI好;r Jî;昔話製造所建築 ~n&絢ゼトJ IYJi合23"ド2月(紡術研究所i司H!F館所
a:l)小数点以 ICはl邸総JI.入した。
2)討の一致しないもの、数学のづ土しないものは、{也の炎料と

F
同

υ
勺

J

新造兵廠年度割予算案(器械費)表5

図
中
朱
線
ノ
毘
域
内
ハ
満
期
面
ヨ
リ
高
サ
六
尺
ノ
平
地
ト
為
ス
目
的
ニ
テ
山
地

ヲ
開
盤
、
ン
既
成
地
ハ
従
来
ノ
錨
地
形
ヲ
存
シ
霞
キ
追
テ
家
屋
建
設
根
切
土
ヲ
以

テ
自
由
ヲ
均
シ
山
地
@
線
以
南
ハ
砂
妨
地
ト
シ
テ
開
盤
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
樹
木
モ

其
餓
ニ
存
シ
霞
キ
兵
器
武
庫
ニ
接
シ
タ
ル
山
地
ハ
弾
薬
庫
ニ
必
要
ナ
ル
境
盛
ヲ

残
シ
成
ル
ベ
ク
一
平
拙
ニ
開
襟
シ
テ
武
庫
ノ
連
絡
ヲ
通
ス
ル
ニ
使
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ

ト
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
決
定
致
候
此
段
上
申
侠
也

さ
れ
る
が
、

の
は
、

九
月

員
に
よ
り
工
場
配
置
閣
が
作
成
さ
れ
、

が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
の
時
の
配
震
関
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
造
船
部
の
東
側
に
兵
器
部
と
隣
接
し
て
大
規
模
な
兵
器
工
場
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
地
所
買
上
げ
と
と
も
に
こ
二
年
度
か
ら
開
始
さ

表
問
に
よ
る
と
、

製
造
所
)

一
七
円
の
予
算
で
、
新
造
兵
廠
(
兵
器

の
用
地
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

山
を
切
り

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
山
地
開
撃
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
法
で
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

五
年
時
に

万
七

と
い
う
も
の
で
、

崩
し
て
平
地
に
す
る
と
と
も
に
、

明
治
二
六
年
一
一
一
月 雨
水
吐
・
石
垣
・
石
段
・
堤
防
な
ど
を
建
設
す
る

日
に
竣
工
し
た
。
な
お
こ
れ
よ
り
先
の

hiu-libc
長方形
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1~11 新造兵廠(兵器製造所)の配撹

"ゆ

る巧旬、i ん晴代
流管 9 ・t .~ -， 
品よ品;宅内然

誌をよ
態勢体外作
ぷ"-
成 2丸

谷

日1i9i: IW i11if!ifザt11削減:f!i:館所総 rI~IIVJ治 11'=ミイドヨWiJ と:1イド兵日品製造所設:仮設匁:u --)。
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29，940 

! 17，1001 

10，600 I 
4，900 I 
3，500 I 
19，900 I 

j 19，750 

4，850 I 4，850 
i155.600 I 77，06 

務製造;iJj.;没:伝説H:fU-)。
よる。

二
五
年
二
月
四
日
に
は
、
倉
庫
が
完
成
し
て
い
る
。

一
方
、
表
五
に
よ
る
と
、
器
械
費
の
支
出
は
明
治
二
六
年
度
以
降
、
と
く
に
三

O

年
度
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。

2 

一
0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
の
設
蜜
と

場
建
設
の
開
始

明
治
二
五

(
一
八
九

一0
0
ト
ン

)
年
に
な
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

工
事
計
画
は
表
六
、
表
七
の
よ

う
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
建
築
費
で
は
山
地
開
撃
に
変
わ

り
埠
頭
新
設
、
ま
た
器
械
費
に
お
い
て
は
埠
頭
ク
レ
ー
ン
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

一
0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
の
工
事
に
際
し
て
は
、
設
置
場
所
を
造
粉
部
に
す
る
か
兵

器
製
造
所
に
す
る
か
で
議
論
さ
れ
た
が
、
造
船
部
は
地
盤
が
軟
弱
と
い
う
こ
と
で
兵

器
製
造
所
の
海
岸
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
た
ク
レ
ー
ン
下

の
基
礎
部
分
の
素
材
は
石
材
(
花
山
岡
山
石
)
を
主
と
し
、

工
事
は

ク
レ
ー
ン
を
早
期
に
設
置
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
閉
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

八
万
三

O
六
六
円
の
費

五
年
七
月
一
一
一
一
日
に
起

3，000 
3，000 
6，000 
10，000 
12，620 
70，400 
5，600 
4，400 
72，000 
71，000 
8，600 
48，000 
18，900 
7，000 
10，000 
52，800 
12，800 
7，200 
10，000 
5，350 
8，960 
44，200 
3，700 
36，000 
10，600 
4，900 
3，500 
19，900 

16，250 I 36，000 
16，000 16，000 
15，000 15，000 
4，860 37，410 
71.010 ! 790.490 

18，900 

5，420 

10，000 

8，500 
40，320 
7，280 

5，350 
8，960 
14，260 
3，700 

13，480 

七
日
に
竣
工
し
た
。
な
お
埠
頭
工
事
に
お
い
て
は
、
第

区
海
岸
都
現
三
二
入
院
で
っ
ち
物
揚
場
一
二
三
尺
)
、
第
二
区
海
岸
石
越
六
五
問
、

第
三
区
海
岸
石
麗
五

O
聞
と
兵
器
部
と
の
境
界
の
下
水
工
事
も
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ

ら
は
当
初
、
山
地
開
盤
費
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
明
治
一
一
五
年
六
月
六
日
、
海
軍
造
兵
廠
長
松
村
正
命
(
兵
器
製
造
所
の
機

械
類
は
す
べ
て
海
軍
造
兵
廠
が
購
入
し
呉
鎮
守
成
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

用
を
か
け
て

一
七
年
二
月

た
)
と
イ
ギ
リ
ス
の
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
会
社
の
代
理
脂
ジ
ヤ
ジ
ン

マ
ジ
ソ
ン
会
社

w
-
B
・
ウ
オ
ル
タ
ー
と
の
間
で
、
「
百
噸
起
重
機
及
明
簡
管
其
他

(
お
)

ノ
附
問
料
品
購
入
契
約
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
ジ
ヤ
ジ
ン
マ
ジ
ソ
ン
会

社
は

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
会
社
製

0
0
ト
ン
水
力
ク
レ
ー
ン

明
筒
管
(
一

O
O
フ
ィ
ー
ト
)
を
三
四
ポ
ン

基
と
付
属
品
を
九
七

0
0
ポ
ン
ド
、

ド
、
器
械
費
計
九
七
一
一
一
四
ポ
ン
ド
(
七
万
八
四
円
八

O
銭
)
、
船
積
費
・
運
搬
費
・

海
上
保
険
料
・
海
関
税
そ
の
他
一
切
の
諸
費
二

O
一

合
計

oo 
q
J
 

ポ
ン
ド
(
一
万
四
五

O
八
円
)
、

万
一
七
四
九
ポ
ン
ド
(
八
万
五
七
六
七
円
七

O
銭
)

で
こ
の
事
業
を
請
け
負

Jji.f立.問

33 34 言十
84，000 

56，330 I 25，920 125，850 
98，910 
207，360 

27，900 i 44，440 
5，000 50，000! 121，100 
1，000 36，070 
36，050 30，400 66，450 
16，100 i 16，100 
4，800 4，800 
14，500 I 14，500 
9，820 i 9，820 
15，200 i 15，200 
2，500 I 10，500 13，000 

i 156，330 184，600 340，930 
11，930 10，000! 21，930 
8，500 8，500 
6，760 77，690 84，450 

3，450 3，450 
2，900 i 2，900 

55，200 i 22，600 91，850 231，250 
i244.400 i 322，940 370，49() 11，551，010 
2器製造所設な滋賀u--)。
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表6 100トンクレーン早期据付けにともなう予算の変更案(建築費) 明治25年6月

埠頭新設工事
下水新設石材
下水新設土工
潟水71<道土工
工場地均し府石材
工場地均し用土工
鍛工場
事務所
製闘場
砲架機械場
造砲機械場
ガス製出場
機械集成揚
水雷機械場
水雷集成場
鉄道布設工事
鋳工場
弾j卒硬主要J
j卒硬並収縮場
鉄軌質上
検査所
黄銅鋳造場
鋼鉄鋳造場
火工場土壁
製弾機械場
火工場
舎総場
金属試験所
薬包機械場改築
木工場
塗f皮革工場
材料倉庫
作場費

5，000 
9，420 
28，550 11，400 

5，600 

レンガ石ji'ilil!f3201'1' 

レンガ行法l駐在 1001'ド

レンガ石i控1棟 480W

レンブ1:/:石ii'iltJlf1281干

レンガ:百誌をHJIi75Jil' 

レン:Jjぉjjを1il#100Tl' 

レンガ石造!jJl!112Jギ

レンガ石ii'i1jlli550Tf. 

君主7 100トンクレーン早期据付けにともなう予算の変更案(器械費) 明治25年・6月

4，400 
25，000 
25，000 
8，600 
24，260 

7，000 

47，000 
36，000 

23，740 

1，500 
12，480 
5，520 • 
7，200 
10，000 

27 29 31 
埠頭クレーン
鍛工場
砲架機械場
造砲機械場
伴硬並収縮湯
水雷機械場
薬包機械場
鋳工場
集成場
黄銅鋳造場
弾j卒硬場 !ガス'k制緩炉台外側

金属試験場 112.(!~Nt，，;i'{総投機関外71.絞
ガス製出場 |ガス管制機

水雷集成場 |梁 M レーン外5際

鋼鉄鋳造場 112トンマサン・シ
w メンス附州:欄(

木工場 |野約機[Jf1薄型々駒h機械外蝋

塗並革工場 外H絞

製持機械場 !弾体制外13燦

火工場 j院滋鍛校綴外2/1託
合密場 |燦筒外l機

機械運搬立主保険料!日川州で機械6附{扶州 16，430 5，570 ! 740 i 10，960 10，500 I 17，400 
計 11，000 95，430 I 43，170 i 35，380 i 80，000 96，4901 251，7101 

出所:í!九兵器争事Sift所建築事業変更、M~ ニ二子~~:年 IJtWU 変1J.!ノ 1'1'J 明治25"ド6月14日(紡術研究iiJf!:;i1役館所話器「自明治u-三年奈i潟三三十年兵

iCIii:E然汽高額外33/.経

P!flìtl25'l~[(!' I 26 
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う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
こ
の
諦
負
代
備
に
は
、
受
け
渡
し
場
所
で
あ
る
神
戸

の
呉
鎮
守
府
造
船
部
小
野
浜
分
工
場
に
睦
揚
げ
す
る
ま
で
の
す
べ
て
の
費
用
が
含
ま

れ
て
お
り
、
納
期
は
二
六
年
六
月
一
二

O
日
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

明
治
二
六
年
八
月
、

一
0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
が
神
戸
の
呉
鎮
守
府
造
船
部
小
野
浜

分
工
場
に
弼
着
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
西
郷
海
軍
大
臣
は
、
九
月
八
日
、
「
橋
立
」

府
主
砲
の
到
着
を
二
七
年
一
月
一

O
日
頃
と
予
定
し
、
そ
れ
ま
で
に
ク
レ
ー
ン
工
事

を
竣
工
す
る
よ
う
佐
久
関
義
一
郎
呉
鎮
守
府
監
督
部
長
に
訓
令
し
た
。
こ
れ
は
当
初

カ
月
短
縮
し
よ
う
と
す
る

に
設
定
さ
れ
た
二
七
年
一
一
一
月
二
一
一
日
と
い
う
竣
工
を
約

も
の
で
あ
り
、
佐
久
間
部
長
は

六
年
七
月
一
一
一

O
日
に
竣
工
し
た
恭
礎
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
凝
聞
に
三
ヵ
月
を
要
す
る
な
ど
と
抵
抗
し
た
が
、
時
局
の
逼
迫
は
そ
れ
を
許

さ
な
か
っ
た
。
逆
に
三
二
セ
ン
チ
砲
の
到
着
が
一
一
一
月
一
五
、
一
六
日
に
早
め
ら
れ
、

そ
れ
ま
で
に
工
事
を
終
了
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
呉
鎮
守
府
造
船
部
は
、
「
職
工
三
百

名
ヲ
精
撰
シ
臼
限
廃
休
ハ
勿
論
日
々
五
時
間
宛
残
業
為
、
ン
乱
夫
々
部
署
ヲ
分
区
、
ン
起

Ijt1v:・jIJ

115， 
3， 000 
3，000 
6，000 
10，000 
12，620 
10， 000 
70，400 
72，000 
71，000 
52， 800 
8，600 
44，200 
10，000 
10，000 
3， 700 
8，960 
12，800 
36，000 
10，600 
4，900 
3，500 
36， 000 
16，000 
48，000 
15，000 
72，000 
5，350 
18，900 
19，900 
7，000 

15，000 

5，350 

7， 280 
31， 230 

5，000 
3，000 
10，000 

8， 500 

72，000 

重
機
組
立
ニ
従
事
」
し
た
。
し
か
し
経
験
不
足
に
加
え
、
ク
レ
ー
ン
の
基
礎
部
積
が

狭
く
一
度
に
多
く
の
職
工
を
就
役
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
な
ど
、
工
事
は
難

六
年

渋
を
極
め
た
。
そ
れ
で
も

一
月
二
一
一
日
に
は
組
立
を
終
了
、

一
二
月
二
六

日
に
は
八

0
ト
ン
ま
で
の
重
量
揚
方
試
験
に
合
格
、
工
事
を
竣
工
し
た
。
こ
う
し
て

日
清
戦
争
議
に
急
が
れ
た
一
一
一
一
一
セ
ン
チ
砲
の
陸
揚
げ
と
「
構
立
い

へ
の
搭
載
は
、
支

離
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
ク
レ
ー
ン
は
、
当
初
、
工
事
を
担

当
し
た
造
加
部
に
所
属
し
た
が
、
二
七
年
三
月
一
一
二
日
を
も
っ
て
、
兵
器
製
造
所
の

予
算
で
問
所
敷
地
内
の
海
岸
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
兵
器
製
造
所
に
所
属
換
え

と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
八

ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
明
治
一
一
一
間
年
に
建
設
す
る
と
い
う
計
聞
は
、

0
0
ト
ン
に
規
模
を
拡
大
し
、
時
期
を
繰
り
上
げ
て
兵
器
製
造
所
に
建
設
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
計
闘
と
そ
の
変
吏
の
背
景
と
し
て
は
、
逼
迫
し
た
時
局
を
利
用
し
て
、
危

-40 -

ぶ
ま
れ
て
い
た
兵
器
製
造
所
の
符
続
を
確
実
な
も
の
と
し
、
や
が
て
そ
れ
を
完
全
な

造
船
所
と
一
体
化
し
た
理
想
的
な
海
軍
中
央
兵
器
工
廠
に
し
よ
う
と
い
う
海
軍
省
の

ljl.f屯門

言十
84，000 
125，850 
98，910 
207， 360 
44，440 
121， 100 
15，200 
16， 100 
4， 800 
14， 500 
9，820 
66，450 
340，930 
21，930 
84，450 
3，450 
2， 900 
13，000 
36，070 
8，500 

製造IYf設j主役d;lU…)。

3思j在所設定治資u-~)。

33 

1，860 

4，460 
3， 390 
9， 750 
131， 110 
12， 790 
53，030 
1，360 

hiu-libc
長方形



明治27年4月

( :;  

6， 520 65， 480 

18.900 

ム000 3， 500 4， 500 3，000 3，000 1， 520 刊。 4，850
言十 89，000 4， 570 56，830 64，620 20，00() 103， 510 148，29() I 155，6()0 . 

ハU
F
h
u
 

η
ゐ

ρ
0

3
日
同-A 

噌

g
A

内
ぺ

υ

5，610 
10，000 
1，500 
3， 700 

5， 520 
4，770 
10，600 
4，900 
3，500 
31， 000 
13，000 
38，000 

64，000 
40，850 

29 30 28 

兵器製造所新計甑年度割予算案(建築費)

27 
13， 930 

6，000 
5，000 
3，200 

26 
1，070 

i明治25iド皮
j

82，000 
3，000 
3， 000 

表8

摘要
i単調新設工事:
下水新設石材
下水新設土工
用水水道土工
工場地均し用石材
工場地均し土工
事務所並製閉場
鍛工場
砲架機械場
造砲機械場
餅了ー場
ガス製1:1:¥場
鋼鉄鋳造場
鉄iPJL貨と
鉄道敷設工事
火工場土器
策銅鋳造場
5単体f現場
製弾機械場
火工場
会密場
金属試験所
木工場
塗~t革工場
機械集成場
材料倉庫
滞在更並収縮場
検査所
水i臨機械場
薬包機械場
水雷集成場
作場費

機築 制作125il二度 26
100トンクレーン 11，000 i 73，000 
鍛工場 6，000 
砲架機械場 i 

造砲機械場 I 
7制度主主収縮場 ; 
水替機械場 ; 
ガス製出場 ; 
集成;場 l 
策鍛鋳造場 | 
弾j卒磁場 ! 

金属試験所 i 
銑鉄鋳造場 I 
&l日l鉄鋳造場
木工場 i 
撃さ悌機械場
火工場
舎密場
水語集成場
薬焚場
塗並革工場
機械運搬並保険料 i 16，430 5，570 740 10，960 10，500 I 17，400 55，200 

計… 11，000i 95，430 43， 170 35， 380 80，000 96，490 r 251， 710 I 244，400 
1m升;r~~よ号待望u;近所 illØ語 ljf.i)f~変換gfi.ニ i~~~:lドI;(um変換ふと件J IYJ治27{jミ4JJ (J[右衛紛l究所以i泌総所話器 I1ヨ砂Jì会!十::='{I'.~間三三十if. Jt昔日十

明治27年4月

32 
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5，400 

T
E
i
 

A
吐

hiu-libc
長方形



意
留
が
あ
っ
た
と
い
え
る
、
だ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
二
七
年
に
は
、
山
内
委
員
の
提
唱
し
た
予
算
変
一
史
が

認
め
ら
れ
、
こ
れ
以
降
の
兵
器
製
造
所
の
建
設
は
、
表
八
、
表
九
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
二
七
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
間
ど
お
り
、

埠
頭
建
設
、
水
道
工
事
、
工
場
用
地
の
整
地
、
そ
し
て
鍛
工
場
の
建
築
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
水
道
工
事
は
二
七
年
一

O
月
一
五
日
に
竣
工
、
鍛

工
場
は
開
年
八
月
六
日
か
ら
二
九
年
九
月
三
日
に
わ
た
っ
て
工
事
が
な
さ
れ
た
。
な

お
鍛
工
場
の
建
築
に
際
し
て
は
、
「
原
計
岡
之
億
二
テ
ハ
将
来
大
計
岡
上
ニ
執
リ
不

都
合
ナ
ル
旨
ヲ
以
テ
其
方
向
別
閤
〔
省
略
〕
朱
線
ノ
如
ク
振
替
」
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

兵
器
製
造
所
の
存
続
問
題
の
発
生
と
対
応

存
続
問
題
の
発
生

1 
明
治
二
三
(
一
八
九

O
)
年
月
二
九
日
に
帝
関
議
会
が
開
会
さ
れ
、

三
日
に
二
四
年
度
予
算
案
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
議
論
が
沸
騰
し
た
が
、
翌
二
四

年
一
一
一
月
に
ど
う
に
か
貴
族
院
を
通
過
し
予
算
が
成
立
し
た
。
こ
の
第
一
議
会
に
お
い

一
ニ
月

て
、
す
で
に
事
業
を
開
始
し
て
い
た
兵
器
製
造
所
建
設
資
が
討
議
の
対
象
と
さ
れ
た
。

と
く
に
二
三
年
一
二
月
一
二
呂
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
多
く
の
質
問
仰
が
出
さ
れ

た
が
、
東
京
の
海
草
造
兵
廠
に
加
え
山
口
ハ
に
兵
器
製
造
所
を
設
立
す
る
目
的
は
何
か
、

臨
軍
の
大
阪
砲
兵
工
廠
で
海
軍
の
兵
器
を
製
造
で
き
な
い
の
か
と
い
う
点
に
集
中
し

て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
政
府
(
海
第
省
)
は
、
前
者
の
質
問
に
つ
い
て
、
東
京
の
海
軍
造

兵
廠
で
は
弾
丸
は
製
造
で
き
る
が
大
砲
は
で
き
な
い
、
そ
こ
で
明
治
二
二
年
度
か
ら

三
四
年
度
ま
で
と
い
う
一
一
一
一
年
間
の
長
期
継
続
事
業
に
よ
り
二
四
セ
ン
チ
以
下
の
大

砲
と
特
殊
鋼
を
製
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
海
陸

兼
ネ
テ
や
ル

ハ
出
来
マ
セ
ヌ
カ
」
と
い
う
質
開
へ
は
、

次
の
よ
う
に
答
え
ら
)

出
来
マ
セ
ヌ
、
陸
軍
デ
山
口
ハ
ヘ
頼
メ
パ
兎
モ
角
モ
、
海
軍
カ
ラ
大
阪
ニ
ア

ル
陸
箪
ノ
製
造
所
ヘ
頼
ン
デ
大
砲
ヲ
掠
ヘ
テ
モ
運
送
ガ
大
変
デ
ス
、
是

非
鎮
守
府
ノ
中
ヂ
船
ヲ
作
ル
ト
共
ニ
大
砲
製
造
所
ガ
ナ
ケ
レ
パ
大
変
ナ

入
費
ガ
要
リ
マ
ス
、
今
度
出
来
ル
呉
ノ
ハ
日
本
中
駈
廻
ッ
テ
漸
ク
ニ
シ

テ
見
付
ケ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
一
体
地
盤
ガ
宜
ク
水
ガ
宜
ク
海
ガ
深

ク
ナ
ク
テ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
斯
ウ
揃
ッ
タ
モ
ノ
ハ
呉
ノ
外
一
一
ア
リ
マ

セ
ヌ
、
船
ノ
出
来
ル
問
ニ
大
砲
ヲ
作
リ
船
ヲ
詑
ベ
テ
ク
レ
パ
痕
チ
ニ
大

砲
ヲ
積
ム
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
大
坂
ノ
陸
箪

O 
然
p 

大
砲
製
造
所
デ
ハ
出
来
ナ
イ
事
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
如
何
ニ
モ
逆
送
ニ

不
使
デ
ア
リ
マ
ス

42 

造
粉
所
と
一
体
化
し
た
兵
器
製
造
所
を
呉
軍
港
へ
建
設
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説

明
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
間
題
は
こ
れ
で
決
着
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
議

会
、
第
一
一
一
議
会
に
お
い
て
海
軍
費
が
否
決
さ
れ
た
海
軍
省
は
、
明
治
二
五
年
一
一
月

二
九
日
に
開
会
さ
れ
た
第
四
議
会
に
甲
鉄
艦
導
入
を
含
む
海
軍
拡
張
費
を
要
求
し
詔

勅
に
よ
り
予
算
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
は
兵
器
袈
造
所
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
五
項
目
に
わ
た
る
質
問
が
提
出
さ
れ
た
。
な
お
資
料
に
は

質
問
と
答
弁
が
一
緒
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
一
度
に
引
用
す
る
と
大
部
に

な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
ま
ず
質
問
を
引
用
し
、
次
に
答
弁
の
要
点
を
逐
次
提
示
す
る

(
こ
の
資
料
の
発
行
日
時
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
め
後
述
す
る
関
連
資
料

と
向
じ
明
治
二
五
年
一
一
一
月
七
日
と
推
測
し
た
)
。
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一
一
十
四
年
度
歳
出
臨
時
部
土
木
費
予
定
経
費
明
細
書
ニ
対
ス
ル
質
問

第

三

項

兵

器

製

造

所

建

築

費

兵
器
製
造
所
ハ
現
ニ
赤
羽
根
一
一
於
テ
造
兵
廠
ア
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
更
ニ

此
大
計
閥
ヲ
食
テ
タ
ル
ハ
如
何
ノ
必
要
自
的
ニ
テ
何
レ
ノ
地
ニ
建
設
ス

ル
ノ
見
込
ナ
ル
ヤ
詳
ニ
説
明
ヲ
望
ム

前
項
ノ
事
業
ハ
何
ノ
制
裁
ニ
基
ケ
ル
カ
其
原
悶
ヲ
示
セ

総
計
画
弐
百
五
拾
参
万
余
円
ノ
内
訳
年
度
割
ハ
別
記
蹄
録
番
ニ
テ
梢
々

明
ナ
ル
モ
吏
ニ
其
全
鴎
及
仕
様
書
ア
ラ
ン
一
見
ヲ
望
ム

間
ニ
問
フ
、
現
症
ノ
造
兵
廠
ニ
於
テ
ハ
小
銃
及
大
砲
ノ
製
造
ヲ
成
シ
賠

ル
モ
ノ
ト
思
フ
果
、
ン
テ
然
ラ
ハ
小
銃
ハ
一
ヶ
月
幾
キ
大
箱
ハ
何
種
類
ノ

匹!五

モ
ノ
何
程
位
整
備
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
間
キ
置
キ
度
、
ン

位
水
雷
モ
亦
同
シ

作
業
費
中
各
節
ニ
対
ス
ル
必
要
ノ
理
由
ヲ
示
サ
レ
夕
、
ン

兵
器
製
造
所
新
設
工
事
落
成
ノ
上
ハ
砲
銃
水
雷
等
何
程
ノ
兵
器
ヲ
袈
出

シ
得
ル
ノ
目
的
ナ
リ
ヤ

現
在
造
兵
廠
ニ
於
テ
製
出
シ
得
ル
兵
器
ノ
価
額
ハ
若
干
ナ
リ
ヤ
又
製
出

シ
能
ハ
ス
シ
テ
止
ヲ
得
ス
之
ヲ
購
入
ス
ル
兵
器
ノ
価
額
ハ
若
干
ナ
リ
ヤ

兵
器
製
造
所
ハ
廿
二
年
度
ヨ
リ
三
十
四
年
度
マ
テ
十
三
ヶ
年
ヲ
期
シ
テ

竣
工
セ
シ
ム
ル
ト
見
エ
元
来
海
軍
ニ
ハ
対
州
或
ハ
下
ノ
関
水
禽
敷
設
等

急
嬰
ニ
シ
テ
着
手
ノ
上
未
タ
完
備
セ
サ
ル
モ
ノ
多
々
ア
ラ
ン
斯
ル
場
合

ニ
十
一
一
一
年
ノ
永
年
月
一
一
渉
ル
事
業
ヲ
起
サ
ズ
ト
モ
此
費
用
ヲ
急
要
事
ニ

転
郎
、
ン
一
方
ヲ
完
全
ナ
一
フ
シ
メ
而
シ
テ
後
チ
此
製
造
所
ノ
建
築
ニ
着
手

シ
テ
ハ
如
何

陸
軍
ニ
ハ
大
坂
ニ
工
廠
ア
リ
テ
巳
ニ
百
大
ノ
砲
償
ヲ
製
出
ス
ト
関
ケ
リ

ーよ占

/、レい}¥ 九

ート

今
海
軍
ニ
於
テ
特
ニ
兵
器
製
造
所
ヲ
新
設
ス
ル
ヲ
止
メ
是
ト
合
併
セ
パ

将
来
大
ニ
経
済
ナ
ラ
ン
此
義
ハ
知
何

大
坂
砲
兵
工
廠
ハ
運
搬
不
便
ナ
リ
ト
セ
ハ
小
砲
ノ
製
造
ノ
ミ
之
ニ
合
併

シ
庇
砲
ハ
少
数
ナ
レ
パ
外
国
ヨ
リ
購
入
ス
ル
モ
可
ナ
リ
然
ル
ト
キ
ハ
兵

器
製
造
所
ヲ
新
設
ス
ル
ノ
要
ナ
カ
ラ
ン

製
造
所
ヲ
設
立
ス
ル
ハ
其
材
料
若
ク
ハ
石
炭
ノ
供
給
地
ニ
接
近
ス
ル
ヲ

最
モ
経
済
ニ
適
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
呉
軍
港
一
一
兵
器
製
造
所
ヲ
新
設
ス
ル

ート卜

ハ
伺
カ
理
由
ア
リ
テ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ

呉
海
ハ
湾
内
ナ
リ
ト
難
ト
モ
敵
艦
侵
襲
ノ
患
ハ
ナ
シ
ト
セ
ス
此
点
ヨ
リ

論
ス
レ
パ
大
坂
砲
兵
工
廠
ノ
海
岸
ヲ
離
レ
テ
安
全
ナ
ル
一
一
加
が
ス
尚
大

坂
ニ
合
併
シ
難
キ
ハ
如
何

大
砲
製
造
用
ノ
鋼
鉄
材
ハ
此
製
造
所
ニ
於
テ
製
出
ス
ル
見
込
ナ
リ
ヤ

造
砲
用
ノ
鋼
財
ハ
内
地
ニ
製
造
ス
ル
所
ナ
シ
ト
覚
フ
之
ヲ
外
国
ヨ
リ
購

入
ス
ル
見
込
ナ
リ
ヤ
又
兵
器
製
造
所
ニ
テ
之
ヲ
袈
出
セ
ザ
ル
ハ
何
ノ
故

q
t
u
 

A
吐

十
四

ナ
リ
ヤ

五

此
製
造
所
ハ
現
今
ノ
海
軍
勢
力
ニ
応
ス
ル
マ
テ
ノ
許
一
割
ナ
リ
ヤ
後
来
何

程
ノ
勢
力
ヲ
増
ス
モ
差
支
ナ
キ
見
込
ナ
リ
ヤ

こ
れ
を
み
る
と
、
実
に
多
方
面
か
ら
質
問
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

(
1
)
現
在
の
梅
軍
造
兵
廠
の
ほ
か
に
兵
器
製
造
所
を
必
要
と
す
る
理
由
(
質
問
一
)
、

(
2
)
兵
器
製
造
所
設
立
の
根
拠
と
内
容
(
費
間
二
、
一
一
一
、
五
、
六
)
、

(
3
)
現
在
の

海
軍
造
兵
廠
の
兵
器
生
産
能
力
と
兵
器
輸
入
の
状
況
(
質
開
四
、
七
)
、

(
4
)
兵
器

製
造
所
予
算
を
緊
急
を
必
要
と
す
る
事
業
に
転
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
(
質
問
八
)
、

(
5
)
兵
器
製
造
所
を
陸
軍
の
大
阪
砲
兵
工
廠
と
合
併
す
べ
き
で
は
な
い
か
(
質
問

hiu-libc
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九
、
十
)
、

(
6
)
呉
軍
港
に
立
地
す
る
特
別
な
理
由
(
紫
間
十
一
、
十
二
)
、

(
7
)
鋼

材
製
造
の
可
能
性
(
質
問
十
一
一
一
、
十
四
)
、

(
8
)
兵
器
製
造
所
の
兵
器
供
給
能
力
(
質

問
十
五
)
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
興
味
深
い
開
題
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
兵
器
製
造
所
の
存
続
に
も
っ
と
も
関
係
す
る

(
1
)
と

(
5
)
を
中
心
に
、

答
弁
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お

(
2
)
に
つ
い
て
は
、
設
立
許
舗
に
お
い
て
取
り

上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

こ
の
う
ち
も
っ
と
も
基
本
と
な
る

(
1
)
に
つ
い
て
は
、
次
に
み
る
よ
う
に
質
問

に
対
す
る
答
弁
の
な
か
で
、
現
在
の
海
軍
造
兵
廠
の
限
界
と
呉
軍
港
に
兵
器
製
造

所
を
立
地
す
る
こ
と
の
有
和
な
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

k)ヤ
'仁3

造
兵
廠
ノ
現
工
場
ハ
・
・
・
毎
歳
消
費
ス
ル
弾
丸
類
及
諸
時
属
兵
器
ノ
新

製
弁
ニ
砲
銃
ノ
修
理
ヲ
行
フ
ニ
過
キ
ス
魚
形
水
需
ノ
如
キ
ハ
全
ク
製
造
ス

ル
ヲ
得
ス
・
・
・
水
路
ノ
運
送
ニ
不
使
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
市
民
ノ
家
屋
ニ

接
近
、
ン
旦
ツ
鎮
守
府
所
在
地
ニ
速
蹄
ス
ル
等
ノ
不
使
ア
リ
・
・
・
議
ニ
於

テ
各
鎮
守
府
接
近
ノ
地
ニ
完
全
ノ
地
位
ヲ
選
択
ス
ル
ノ
議
ニ
決
シ
終
ニ
山
口
ハ

軍
港
ニ
新
設
ス
ル
事
ニ
決
定
ス
山
口
ハ
軍
港
内
兵
器
製
造
所
ノ
設
立
地
ハ
海
湾

深
ク
シ
テ
大
般
ヲ
海
岸
ニ
接
近
、
で
シ
ム
ル
ヲ
得
大
抱
ノ
揚
卸
ニ
使
ナ
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ス
用
水
潤
沢
ニ
立
石
炭
供
給
地
ニ
近
ク
又
箪
港
内
ナ
ル
ヲ
以
テ
特

ニ
防
禦
ヲ
設
ク
ル
ノ
必
要
ア
ラ
サ
ル
ノ
利
便
不
少
ヲ
以
テ
ナ
リ

(
5
)
に
つ
い
て
は
、
質
問
九
に
対
し
て
、
立
大
な
大
砲
を
水
陸
交
通
の
不
便
な

大
阪
砲
兵
工
廠
で
製
造
し
運
搬
す
る
こ
と
の
不
利
な
こ
と
、
戦
時
に
は
迅
速
な
修
理

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
「
殊
ニ
軍
艦
ノ
修
現
ト
兵
器
ノ
修
現
ハ
戦
時
ニ
ハ
大
概
同
時

二
起
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
軍
艦
ハ
造
船
所
ニ
リ
大
砲
ハ
之
ヲ
大
坂
ニ
送
ル
等
ノ

iた

シ
テ
為
ス
ベ
カ
ラ
ズ
必
ス
之
ヲ
同
時
間
所
ニ
於
テ
行
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
是
レ
軍
機
ニ

関
シ
止
ヲ
得
ス
大
坂
ニ
合
併
シ
難
キ
ノ
一
大
理
由
ナ
止
と
強
調
し
て
い
弘
ま
た

質
問
十
に
対
し
て
、
戦
時
に
お
い
て
は
局
外
中
立
な
ど
に
よ
り
、
外
国
か
ら
兵
器
を

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

そ
し
て

(
3
)
に
対
し
て
は
、
大
砲
の
製
造
は
不
可
能
、
小
砲
・
速
射
砲
・
魚
形

水
雷
は
試
製
段
階
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
一
一
一
年
時
の
閣
内
兵
器
製
造
費
九

O
万
五
二
六
一

円
に
対
し
て
兵
器
購
入
費
(
ほ
と
ん
ど
輸
入
)
は
二
七
四
万
三
ニ
一
円
に
達
す
る
と

答
え
て
い
る
。

(
6
)
に
つ
い
て
は
、
呉
軍
港
は
、
石
炭
や
砂
鉄
を
原
料
と
す
る
鍋

の
産
地
に
近
い
こ
と
、
湾
が
深
く
静
穏
で
艦
船
の
横
付
け
に
便
利
で
安
全
な
こ
と
、

瀬
戸
内
海
の
中
央
に
あ
り
防
御
に
適
し
て
い
る
こ
と
、
造
船
所
と
隣
接
し
て
便
利
な

こ
と
、
水
が
豊
富
な
こ
と
(
質
問
十
一
に
対
す
る
答
弁
)
、
も
し
呉
軍
港
が
敵
襲
を

受
け
る
よ
う
な
ら
海
軍
の
敗
北
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
(
質
問
十
二
に
対
す
る
答
弁
)

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

(
7
)
に
関
し
て
は
、
紫
問
十
一
一
一
に
対
し
「
造
砲
用
ノ

鋼
鉄
材
ハ
製
出
セ
ズ
・
・
・
併
シ
大
砲
砲
架
等
ノ
一
小
部
分
ニ
適
用
ス
ベ
キ
小
量
ノ

鋼
鉄
ハ
製
出
ス
ル
見
込
ナ
リ
」
と
最
小
限
の
特
殊
鋼
を
製
造
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

な
お

(
8
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
質
開
十
五
の
答
弁
と
し
て
、
「
此
製
造
所
落
成
ノ

上
ハ
現
今
ノ
海
軍
勢
力
ニ
志
ス
ル
ノ
外
毎
歳
壱
等
巡
洋
艦
程
ノ
軍
蹴
弐
隻
ノ
新
設
兵

器
ヲ
製
出
シ
得
ル
見
込
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
等
巡
洋
搬
に
二
四
セ
ン
チ

以
下
の
砲
を
搭
載
す
る
と
い
う
内
容
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。

A
斗
A

A
吐

月
七
日
、
呉
兵
器
製
造
所
設
立
調
査
委

局
長
相
浦
紀
道
あ
て
に
立
川
兵
器
製
造
所
ヲ
大
坂
砲
兵
工
廠
一
一
合
併
シ

難
キ
理
由
」
と
「
呉
兵
器
製
造
所
ヲ
大
坂
砲
兵
工
廠
ニ
合
併
シ
難
キ
理
由
追
加
」
が

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
前
者
は
恭
本
的
に
質
問
九
と
十
に
対
す
る
答
弁
を
さ
ら
に

具
体
的
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
大
阪
砲
兵
工
廠
に
お
い
て
製
造

こ
れ
に
関
連
し
さ
ら
に
明
治

d
'
L
2
4
 

干
ム
ゐ
汁

員
よ
り
第



す
る
砲
が
鋳
鉄
砲
な
の
に
対
し
海
軍
の
砲
は
鋼
硝
で
あ
り
、
製
造
方
法
は
も
ち
ろ
ん
、

工
場
設
備
、
地
撤
に
お
い
て
も
大
き
な
差
が
あ
り
、
大
阪
砲
兵
工
臓
を
小
額
の
資
金

で
改
修
し
て
製
造
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
な
ど
の
新
記
述
も
み
ら
れ
る
。
ま

た
後
者
に
お
い
て
は
、
呉
の
兵
器
製
造
所
に
は
大
阪
砲
兵
工
臓
に
は
な
い
魚
形
水
雷

製
造
施
設
も
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
同
工
場
の
合
併
は

む
ず
か
し
い
と
い
う
見
解
が
披
揺
さ
れ
て
い
る
。
な
お
調
査
委
員
が
こ
う
し
た
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
自
体
、
兵
器
製
造
所
が
大
阪
砲
兵
工
廠
に
併
合
さ
れ
る
危
険
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

大
阪
砲
兵
工
廠
と
の
合
併
問
題

こ
う
し
た
心
配
は
、
一
年
後
に
さ
ら
に
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治

ニ
六
(
一
八
九
三
)
年
一
二
月
二
日
、
兵
器
製
造
所
設
立
取
調
委
員
の
原
悶
大
技
監
は
、

Am叫
)

議
会
用
に
陸
軍
省
が
作
成
し
た
「
製
砲
事
業
ノ
問
答
」
と
、
こ
れ
に
対
す
る
「
海
軍

省
ノ
反
論
(
仮
題
)
」
を
入
手
し
た
。
こ
れ
を
み
た
原
聞
は
熟
慮
の
末
、
二
一
月
四

日
に
海
軍
大
臣
西
郷
従
道
あ
て
に
「
製
砲
事
業
ニ
関
ス
ル
意
見
書
(
仮
想
)
」
を
提
出
、

善
処
を
求
め
た
。
こ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
。

ま
ず
「
袈
砲
事
業
ノ
問
答
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
睦
軍
省
が
帝
閣
議
会
の
費
問
に

対
す
る
参
考
資
料
と
し
て
明
治
二
六
年
一
一
月
に
作
成
し
た
も
の
で
、
一
一
一
六
項
目
に

わ
た
る
質
問
と
答
弁
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
議
員
の
質
問
に
答
え

る
と
い
う
形
で
、
大
阪
砲
兵
工
廠
の
製
造
能
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
同
所
は
陸
軍

の
兵
器
だ
け
で
な
く
海
軍
砲
の
製
造
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
大
砲
な
ど
兵
器
の
運
搬

も
問
題
が
な
い
こ
と
な
ど
、
兵
器
製
造
一
昨
を
合
併
し
た
い
陸
軍
省
の
意
向
附
が
記
さ
れ

て
い
た
。
参
考
ま
で
に
、
も
っ
と
も
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
事
項
を
引
用
す
る
。

2 

問

権
準
砲
ト
海
岸
砲
ト
ハ
同
一
ノ
製
造
所
ニ
テ
製
造
ス
ル

ノ
説
ア
リ
如
何

了
解
ス
ル
事
ヲ
得
ス
現
ニ
欧
洲
ニ
於
テ
有
名
ナ
ル
「
ク
ル
ッ
プ
」
「
ア
ル

ヲ
得
ス
ト

*̂ 
'0 

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
」

ク
ル
ゾ

i
」

フ
オ
ル
ヂ
ュ
エ
シ
ャ
ン
チ
ェ

l
」
等
皆

同

場
ニ
於
テ
向
一
器
械
ヲ
以
テ
同
一
ノ
人
カ
製
造
、
ン
賠
ル
ニ
ア
ラ
ス

ヤ

間

海
軍
ノ
火
砲
製
造
所
ハ
必
ス
海
岸
ニ
ア
リ
テ
箪
蹴
ヲ
横
着
ケ
ニ
セ
サ

レ
ハ
不
可
ナ
リ
ト
ノ
説
ア
リ
如
何

答

如
何
一
一
モ
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
」
等
ノ
如
ク
軍
艦
ヲ
横
着
ケ
ニ
ス
ル

ヲ
得
ハ
甚
タ
使
ナ
リ
ト
難
ト
モ
必
ス
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
「
ク
ル
ッ
プ
」

「
ク
ル
ゾ

l
」
等
ノ
製
造
所
ハ
海
岸
ヲ
距
ル
遠
キ
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
要
ス
ル
ニ

開

火
砲
ヲ
軍
艦
迄
運
搬
ス
ル
ヲ
得
レ
ハ
可
ナ
リ

大
阪
砲
兵
工
廠
ニ
於
テ
海
箪
所
用
ノ
火
砲
ヲ
製
造
ス
ル
事
ヲ
得
ヘ
キ
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カ

答

勿
論
ナ
リ

同

大
阪
抱
兵
工
廠
ニ
於
テ
製
造
シ
タ
ル
海
軍
用
火
砲
ハ
如
何
ニ
シ
テ
軍

艦
迄
運
搬
ス
ヘ
キ
カ

λpベr
すご3

前
ニ
述
ヘ
タ
ル
方
法
ニ
依
リ
舵
船
ヲ
用
フ
レ
ハ
運
搬
容
易
ナ
リ

大
阪
砲
兵
工
廠
ノ
器
械
ヲ
以
テ
海
箪
用
火
砲
ヲ
製
造
ス
ル

ヲ
得
ヘ

同
叶

J:
 

日
ド

l

キ
カ

hヶ
'0 

上
ニ
述
ヘ
タ
ル
器
械
ヲ
増
設
ス
レ
ハ
呉
ニ
於
テ
製
造
ス
ヘ
キ
見
込
ノ
火
砲

ハ
悉
皆
製
造
ス
ル
事
ヲ
得
ヘ
シ
尚
ホ
特
ニ
海
軍
舟
火
砲
ノ
為
メ
ニ
要
ス
ル

器
械
モ
ア
ル
ヘ
シ
ト
推
ト
モ
未
タ
精
密
ナ
ル
調
査
ヲ
ナ
サ
ス

シ
保
々
タ

ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
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こ
の
問
答
を
入
手
し
た
海
軍
省
の
関
係
者
は
、
こ
の
文
面
か
ら
陸
軍
省
が
兵
器
製

造
所
を
併
合
し
て
こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
経
費
削
減
を
唱
え
る
少
な
か
ら
ぬ
議
員
が
同
調
す
る
の
で
は
と
い
う
危
機

感
を
抱
い
た
。
そ
し
て
「
製
砲
事
業
ノ
問
答
」
対
し
て
「
海
軍
省
ノ
反
論
(
仮
題
ど

を
作
成
し
、
明
治
二
六
年
一
一
月
に
軍
令
部
に
お
い
て
部
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は

呉
軍
港
に
兵
器
製
造
所
を
設
立
す
る
理
由
と
、
大
阪
砲
兵
工
廠
が
呉
の
兵
器
製
造
所

に
比
較
し
て
不
利
な
点
に
つ
い
て
述
べ
た
二
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
前
者
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

且
ハ
軍
港
ハ
我
カ
内
樽
ノ
中
腹
ニ
位
、
ン
天
然
ニ
防
衛
ノ
形
勝
ヲ
具
ヘ
帝
国
海
軍
ノ

心
蹄
ト
モ
称
ス
可
キ
要
害
ノ
地
ニ
シ
テ
万
一
敵
ノ
為
メ
我
カ
海
面
ヲ
糾
セ
ラ

ル
、
事
ア
ル
モ
暫
ク
退
イ
テ
創
痕
ヲ
医
シ
精
鋭
ヲ
養
ヒ
再
興
ノ
策
ヲ
建
ツ
ル
ニ

伽
強
無
二
ノ
処
タ
リ
是
レ
英
二
百
年
ノ
良
一
計
ヲ
劃
定
、
ン
テ
此
地
ヲ
撰
ミ
完
全
ナ

ル
造
船
所
ト
所
謂
海
軍
中
央
兵
器
工
蹴
ト
ヲ
設
立
セ
ン
ト
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
軍

略
上
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
ハ
敢
テ
喋
々
ブ
要
セ
ス
〔
以
下
省
略
〕

阻
ハ
軍
港
は
天
然
の
要
窓
口
で
あ
り
、
こ
の
防
御
に
最
適
の
地
に
完
全
な
造
船
所
と
と

も
に
海
軍
中
央
兵
器
工
蹴
を
立
地
す
る
こ
と
は
軍
略
上
に
お
い
て
も
理
に
か
な
う
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
理
路
整
然
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

海
軍
中
央
兵
器
工
廠
と
い
う
概
念
が
初
め
て
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

海
軍
の
主
要
兵
器
の
供
給
所
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
今
後
発
展
す
る
兵
器
開
発
を
主

導
す
る
役
割
も
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
の
不
利
な
点
と
し
て
次
の
六
点
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
の
後
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第

運
搬
ノ
不
便
ナ
ル
事

産
炭
地
ニ
遠
陥
ナ
ル
事

第第

箪
港
ニ
遠
踊
ナ
ル

第
四

水
.
雷
ノ
製
造
ニ
尤
モ
不
便
ナ
ル

海
陸
用
砲
ノ
袈
造
法
ノ
異
ナ
ル

地
勢
軍
略
上
ノ
要
素
ヲ
欠
ク
事

第
五
第
六(
説
明
に
つ
い
て
は
省
略
〕

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
来
日
類
を
日
に
し
た
原
田
大
技
監
は
、
明
治

二
六
年
一
二
月
四
日
、
「
製
砲
事
業
ニ
関
ス
ル
意
見
書
(
仮
題
と
を
し
た
た
め
、
前

述
の
同
書
類
を
そ
え
て
西
郷
海
軍
大
臣
に
提
出
し
た
。
こ
の
な
か
で
原
田
は
、
ま
ず

一
一
一
月
二
日
以
来
の
経
緯
を
説
明
、
陸
軍
省
の
問
答
書
に
関
り
を
訴
す
と
と
も
に
海

軍
省
の
反
論
に
対
し
て
も
弁
明
書
で
あ
る
と
不
満
を
表
明
し
た
。
次
に
当
初
か
ら
こ

の
事
業
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
兵
器
製
造
所
設
立
の
計
聞
は
明
治
ニ

O
年

に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
大
阪
砲
兵
工
廠
と
の
合
併
談
は
そ
の
際
も
議
論

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
合
併
の
不
利
を
認
め
閣
議
に
お
い
て
同
一
ハ
軍
港
内

に
新
造
兵
廠
の
設
立
を
決
定
し
た
こ
と
、
こ
の
計
画
は
帝
国
議
会
の
協
賛
を
得
て
推

進
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
事
実
経
過
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
踏
ま
え
、
「
睦

軍
大
臣
ハ
帝
国
議
会
ニ
向
ヒ
大
坂
砲
兵
工
廠
ノ
製
砲
事
業
ノ
問
答
書
ヲ
準
締
ス
ル
ニ

当
リ
一
旦
閤
議
ヲ
経
タ
ル
海
草
兵
器
製
造
所
ノ
事
ニ
及
ホ
セ
ル
モ
ノ
、
如
、
ン
斯
ノ
如

(
町
山
)

キ
ハ
関
議
ヲ
重
ン
セ
サ
ル
モ
ノ
」
と
、
陸
箪
の
態
度
を
糾
弾
し
た
。
さ
ら
に
政
府
が

こ
れ
を
容
認
す
る
な
ら
、
「
独
リ
朝
定
暮
改
ノ
識
ヲ
免
レ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
間
家
経

済
上
ノ
損
失
ハ
実
ニ
莫
大
ナ
ラ
ン
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
海
軍
大
院
に
賢
慮
あ
る

一
行
動
を
求
め
た
。
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原
田
に
こ
う
し
た
行
為
を
眠
ら
せ
た
背
景
と
し
て
は
、
兵
器
製
造
所
調
査
委
員
ら

関
係
者
の
関
で
、
防
御
に
適
し
た
呉
軍
港
に
完
全
な
造
船
所
に
隣
接
し
て
海
軍
中
央

兵
器
工
廠
を
立
地
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
考
え
が
強
か
っ
た
こ
と
、
合
併
の
対
象

と
さ
れ
た
大
抜
砲
兵
工
廠
が
造
船
所
と
離
れ
た
内
陸
部
に
存
在
す
る
な
ど
理
想
と
か

け
は
な
れ
て
い
た
こ
と
、
陸
軍
の
施
設
へ
の
合
併
で
は
海
軍
の
意
向
が
無
視
さ
れ
か

ね
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
二
五
年
五
月
一
四
日
の
第
一
一
一
帝
国
議
会

予
算
委
員
会
に
お
い
て
政
府
委
員
が
、
「
大
阪
砲
兵
工
廠
デ
大
砲
ヲ
鋳
造
、
ン
マ
ス
ニ
、

只
今
デ
ハ
二
十
四
さ
ん
ち
丈
ハ
出
来
マ
ス
」
と
答
弁
す
る
な
与
陸
軍
省
が
国
内
兵

器
製
造
で
も
っ
と
も
す
す
ん
だ
技
術
を
有
し
て
い
る
大
阪
兵
器
工
廠
と
の
合
併
を
真

剣
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
危
機
感
を
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
す

る
海
軍
省
首
脳
の
危
機
感
が
薄
い
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
水
面
下
で
の
行
為
で
あ
り
知
る

出
も
な
い
が
、
以
後
も
兵
器
製
造
所
の
建
設
が
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
問
題
は
海
箪
省
の
意
図
し
た
形
な
い
し
そ
れ
に
近
い
形
で
解
決
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
兵
器
製
造
所
の
存
続
が
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
将
来
こ
れ
を
も
と
に
海
軍
中
央
兵
器
工
蹴
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
も
意
味
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
余
談
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
は
明
治
二
七

(
一
八
九
四
)
年
発
行
の
「
日
本
の
沿
岸
防
備
と
造
船
所
」
に
関
す
る
調
査
報
告
書

に
お
い
て
、
一
一
六
年
の
帝
閣
議
会
の
予
算
審
議
に
お
い
て
呉
と
大
阪
の
ニ
ヵ
所
に
兵

器
搬
は
必
要
な
く
工
事
を
中
止
し
て
そ
の
資
金
を
軍
艦
建
造
に
振
り
向
け
る
べ
き
で

あ
る
と
提
案
さ
れ
た
が
、
建
設
は
未
だ
つ
づ
い
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
造
兵
蹴
(
兵
器

製
造
所
)
の
設
立
や
建
設
に
つ
い
て
実
証
し
、
そ
れ
を
も
と
に
こ
れ
が
海
軍
省
の
兵

器
国
産
化
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
次
に
示
す
よ
う
に
少

な
か
ら
ぬ
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
計
聞
に
つ
い
て
み
る
と
、
開
始
時
期
は
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
明
治

八
八
九
)
年
で
は
な
く
九
年
以
前
で
あ
る
こ
と
、
海
軍
省
は
イ
ギ
リ

ス
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
に
大
体
の
設
計
を
依
頼
し
た
こ
と
、
当
初
の
計
画
は

一
一
一
一
年
間
に
二
四
セ
ン
チ
以
下
の
砲
、
速
射
砲
・
水
雷
・
弾
丸
な
ど
の
製
造
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
(
た
だ
し
兵
器
の
製
造
は
末
期
に
開
始
)
が
解
明
で
き
た
。
こ
の
討

踏
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
山
内
の
大
砲
製
造
と
製
鋼
事
業
を
廃
止
し
速
射
砲
と
水
雷

を
早
期
に
製
造
す
る
と
い
う
最
初
の
主
眼
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
七
年

の
二
九
年
度
中
に
水
官
、
次
に
速
射
砲
、
そ
し
て
大
砲
と
製
鋼
の
製
造
へ
と
い
う
修

正
案
は
採
期
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
ほ
か
三
四
年
度
に
八
五
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
許
剖
が
「
椀
立
」
に
大
砲
を
搭
載
す
る
と
い
う
理
由
で
二
五

0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
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年
か
ら
一
一
一
ヵ
年
で

あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
建
設
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
が
、
当
初
に
用
地
整
備
す
る
こ
と
は
計
画
に
沿
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
計
闘
を
変
更

し
て
早
期
に
一

0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
据
え
付
け
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も

工
事
が
停
滞
し
て
い
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
い

た
っ
た
。
最
後
の
兵
器
製
造
所
の
存
続
論
争
は
、
ほ
ぽ
時
期
を
同
じ
く
し
て
帝
国
議

会
が
開
会
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
存
在
自
体
を
百
定
し
た
り
、
陸
軍
の
大
阪
砲
兵

工
廠
と
の
合
併
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
の
な
か
で
、
海
軍

は
あ
く
ま
で
も
紡
御
に
適
し
海
に
面
し
た
呉
軍
港
に
完
全
な
造
船
所
と
隣
接
し
て
本

格
的
な
兵
器
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
、
主
張
し
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
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こ
う
し
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
海
軍
は
甲
鉄
艦
の
導
入
問
題
が
本
務
化
し
た
こ

ろ
か
ら
東
京
の
海
軍
造
兵
廠
に
か
わ
り
本
格
的
な
新
造
兵
廠
の
設
立
を
構
想
し
、
イ

ギ
リ
ス
の
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
協
力
を
え
な
が
ら
、
防
御
に
最
適
な
呉
軍
港
に

新
式
の
造
船
所
に
隣
接
し
て
二
閲
セ
ン
チ
以
下
の
大
砲
を
は
じ
め
と
す
る
兵
器
が
製

造
で
き
る
工
場
を
建
設
す
る
長
期
一
計
画
を
策
定
し
、
多
く
の
反
対
論
を
押
し
切
っ
て

そ
れ
を
推
進
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
計
画
の
骨
子
は
、
時
間
を
要
し
て
も
大
砲
の

製
造
が
可
能
な
本
格
的
な
兵
器
工
場
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
計
画
を
変
更
し
て

兵
器
製
造
所
用
地
内
に
当
時
世
界
最
大
の
一

0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
こ
と

は
、
二
四
セ
ン
チ
以
下
の
砲
の
製
造
の
貫
徹
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
将
来
は
主
力

艦
の
主
砲
を
も
製
造
す
る
、
海
軍
中
央
兵
器
工
廠
へ
と
発
展
さ
せ
る
意
隅
が
あ
る
こ

と
を
内
外
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
出
内
の
水
雷
か
ら
速
射
砲
を
へ
て

大
砲
と
製
錦
へ
と
い
う
修
正
案
は
計
一
割
の
骨
子
を
者
定
せ
ず
、
時
局
が
逼
迫
す
る
な

か
で
笑
効
性
に
優
れ
て
い
る
兵
器
生
産
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
海
軍
省
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
後
年
の
仮
兵
器
製
造
所
に
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
新
造
兵
廠
(
兵
器
製
造
所
)

兵
器
製
造
部
門
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
一
の
兵
器
製
造
所
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
呉
海
軍
工
廠
の
造
兵
部
河
の
出
発
点
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
の
方

針
を
も
規
定
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
海
軍
の
兵
器
発
展
の

基
礎
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
新
説
を
提

示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
資
料
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

の
設
立
は
、
唯

い
。
さ
ら
な
る
資
料
収
集
を
つ
づ
け
よ
り
正
確
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

KL 
(
1
)

一
一
関
帝
閣
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
連
記
銀
」
第
ニ
号
(
第
凹
科
)
、
明
治
一
一
五
年

五
月
二
凶
日
(
東
京
大
学
出
版
会
吋
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
い
明
治
協
二
、
第
一
一
一
・
間

四
議
会
、
明
治
二
五
年
、
六
冗
ベ

l
ジ)。

(
2
)
山
内
万
寿
治
内
回
顧
録
」
大
正
一
一
一
年
。

(3)
後
述
す
る
よ
う
に
、
東
京
に
お
い
て
兵
器
製
造
を
担
っ
た
組
織
は
変
遊
を
練
り
返
す
が
、

特
定
の
時
期
の
呼
称
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
き
以
外
は
、
新
造
兵
廠
設
立
計
画
が
本
格
化

す
る
明
治
二
二
(
一
八
八
九
)
年
当
時
に
使
用
さ
れ
て
い
た
海
軍
造
兵
織
と
い
う
名
称
を

用
い
る
。

(4)
海
鍛
造
兵
廠
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一

O
年
頃
に
有
馬
成
甫
氏
が
吋
海
軍
法
兵
史
い
の
編
纂

に
際
し
て
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
つ
海
軍
法
兵
史
資
料
海
軍
技
櫛
研
究
所
沿
革
い
ニ
ー

一
一
ペ
ー
ジ
(
防
衛
研
究
所
問
者
搬
保
管
)
に
よ
る
。
な
お
か
海
軍
法
兵
史
い
に
つ
い
て
は
、

山
崩
太
郎
氏
が
、
吋
日
本
銃
砲
史
い
に
転
載
す
る
と
と
も
に
、
解
説
し
て
い
る
。

(
5
)
海
筑
大
陸
官
関
口
明
治
海
築
史
職
官
編
附
録
海
軍
庁
街
沿
革
搬
嬰
同
大
正
二
年
、
一
ー

二
流
ベ

i
ジ
(
海
上
保
安
大
学
校
図
書
館
所
蹴
)
。

(
6
)
山
隊
第
省
門
海
軍
制
度
沿
革
い
巻
一
一
一
(
一
)
、
昭
和
一
間
年
(
昭
和
問
六
年
に
原
書
房
に
よ
り
復
刻
)
、

二
六
九
ペ
ー
ジ
。

(
7
)
間
前
、
一
一
七
0
ペ
ー
ジ
。

(
8
)
前
掲
叫
海
軍
造
兵
史
資
料
海
軍
技
術
研
究
所
沿
革
い
五
ペ
ー
ジ
。

(9)
沢
鑑
之
丞
「
我
が
閣
に
於
け
る
海
第
兵
擦
の
沿
本
大
要
」
(
吋
有
終
い
第
二
六
巻
第
一
号
、

昭
和
一
間
年
一
月
、
八
0
ペ
ー
ジ
)
。

(
叩
)
有
馬
成
甫
吋
山
紙
製
造
兵
史
資
料
製
鋼
卒
業
の
沿
革
い
(
防
衛
研
究
所
関
書
館
保
管
)
0

同

資
料
に
よ
る
と
、
明
治
二
ハ
年
に
は
鳥
取
・
島
根
産
の
粗
縦
を
も
っ
て
県
鉛
端
端
を
使
用

し
て
鋳
鏑
精
錬
を
開
始
し
抱
架
用
金
物
な
ど
を
製
造
し
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
当
時
の
製

縦
技
術
に
つ
い
て
は
、
伊
木
常
世
「
海
策
技
術
物
語
(
一
一
一
九

)
i製
鋼
技
術
の
館
設
と
終

お

(
1
)
l」
(
水
交
会
吋
水
交
い
第
問
O
八
号
、
昭
和
六
一
一
一
年
五
月
、
ニ
五
ペ
ー
ジ
)
や

堀
川
一
男
吋
海
軍
製
鋼
技
術
物
語
!
大
型
高
級
特
殊
鋼
の
製
造
技
術
の
発
展

l
M
(ア
グ
ネ

技
術
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
一
一
年
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
に
お
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
山
内
兵
器
製
造
所
設
立
調
査
委
員
「
二
十
四
年
度
歳
出
臨
時
部
土
木
野
予
定
経
費
明
細
帯
ニ

対
ス
ル
質
問
第
三
項
兵
器
製
造
所
建
築
費
」
明
治
二
五
年
一
月
六
日
(
防
衛
研
究

の
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所
偶
者
館
所
蹴
「
自
明
治
廿
一
一
一
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
類
」

月
七
日
と
い
う
日
時
は
、
付
属
書
類
か
ら
推
定
し
た
。

(
臼
)
前
掲
吋
問
一
脱
線
い
ム
ハ
問
ベ

i
ジ。

(
認
)
学
術
文
献
普
及
会
吋
明
治
工
業
史
同
火
兵
篇
鉄
錦
筒
、
昭
和
問
四
年
、
三
六
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
ベ
ル
タ
ン
(
桜
井
省
一
一
一
訳
)
「
火
砲
一
一
関
ス
ル
意
見
」
第
二
錦
、
明
治
一
九
年
瓦
月
二
五
日

提
出
(
防
衛
研
究
所
凶
書
館
所
蔵
「
明
治
十
九
年
公
文
雑
斡
職
官
」
巻
一
)
。

(
日
)
ベ
ル
タ
ン
(
桜
井
省
一
一
一
訳
)
「
呉
湾
ニ
創
設
ス
ル
造
船
所
ノ
場
所
ニ
関
ス
ル
意
見
」
明
治

一
九
年
五
月
六
日
(
間
前
)
。

(
日
)
鎮
守
府
建
設
委
員
海
軍
大
佐
本
街
宅
命
「
呉
佐
佐
保
実
況
説
察
ノ
件
」
明
治
一
一

O
年
二
月
(
助

衛
研
究
所
開
書
館
所
蔵
「
明
治
十
九
年
乃
主
廿
二
年
呉
、
佐
世
保
岡
鎮
守
府
設
立
書
」
二
)
。

(
口
)
淑
軍
大
技
監
添
削
京
助
よ
り
海
京
大
話
回
郷
従
道
あ
て
「
製
砲
事
業
ニ
掲
ス
ル
窓
見
書
(
仮

題
)
」
明
治
二
六
年
一
二
月
時
日
(
開
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
溺
藤
実
文
書
」
)
。

(
問
)
海
軍
服
史
保
存
会
吋
日
本
海
軍
史
い
第
一
巻
通
史
第
一
、
二
一
端
(
第
一
法
規
出
版
、
平
成
七
年
)
、

一一一

O
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
問
)
有
馬
成
前
つ
微
減
法
兵
史
資
料
仮
此
ハ
兵
器
製
造
所
設
立
経
過
い
一
一
ペ
ー
ジ
(
防
衛
研

究
所
図
書
館
保
管
)
。
な
お
こ
の
資
料
は
、
山
限
太
郎
編
吉
川
海
箪
工
廠
製
鋼
部
史
料
集
成
い

平
成
八
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
却
)
開
門
前
、
一
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
前
掲
「
一
一
十
問
年
度
歳
出
臨
時
部
土
木
費
予
定
経
皆
明
細
書
ニ
対
ス
ル
質
問
第
一
一
一
項
兵

器
製
造
所
建
築
按
」
。

(
辺
)
前
掲
吋
海
軍
造
兵
史
資
料
仮
呉
兵
器
製
造
所
設
立
経
過
」
四
一
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
兵
器
製
造
所
建
築
取
調
委
員
よ
り
第
二
局
長
相
浦
紀
道
あ
て
「
八
拾
五
階
起
設
器
ヲ
百
噸

起
点
山
中
刷
所
へ
変
換
ノ
件
(
仮
題
ニ
明
治
二
五
年
一
月
(
「
明
治
廿
一
一
一
年
至
同
一
一
一
十
年
兵
持
製

造
所
設
立
書
類
」
一
)
0

(
M
)
前
掲
門
海
軍
造
兵
史
資
料
仮
呉
兵
器
製
造
所
設
立
経
過
い
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
前
掲
日
間
顧
録
い
六
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
同
前
、
六
悶

1
六
五
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
「
呉
兵
器
製
造
所
新
設
ニ
関
ス
ル
件
」
明
治
一
一
五
年
一
二
月
(
紡
術
研
究
所
問
書
館
所
蔵
「
自

明
治
廿
一
一
一
年
烹
同
一
一
一
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
類
」
こ
。
し
ば
し
ば
山
内
兵
持
製
造
所
と
い

う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
資
料
引
用

)
。
な
お
二

以
外
は
兵
器
製
造
所
に
統
一
す
る
。

(
お
)
第
一
一
一
局
長
本
宿
宅
命
「
兵
器
製
造
所
計
闘
ノ
件
(
仮
題
)

(
却
)
間
前
。

(
初
)
兵
器
製
造
所
設
立
取
調
委
員
委
山
内
万
寿
治
よ
り
兵
器
製
造
所
設
立
取
関
委
員
長
諮
問
頼

之
あ
て
「
兵
器
製
造
所
計
額
改
正
案
(
仮
題
)
」
明
治
ニ
七
年
二
月
一
一
一
一
日
(
防
衛
研
究
所

開
設
館
所
蔵
「
自
明
治
廿
一
一
一
年
五
同
三
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
類
」
一
一
一
)
0

(
剖
)
開
門
前
。

(
認
)
海
軍
造
兵
廠
長
野
村
貞
よ
り
海
軍
大
臣
西
郷
従
道
あ
て
「
復
命
寄
進
達
」
明
治
二
一
一
一
年
一
一
一

月
一
七
日
(
紡
術
研
究
所
開
書
館
所
蔵
「
明
治
廿
一
一
一
年
公
文
備
考
土
地
営
造
部
」
下
士
一
一
)

0

(
お
)
海
軍
大
阪
よ
り
総
理
大
詰
あ
て
「
海
軍
一
昨
将
官
用
地
編
入
報
告
」
明
治
二
一
一
一
年
四
月
一
一
一

日
(
間
前
)
な
ど
に
よ
る
。

(M)
造
兵
廠
設
立
取
調
委
員
よ
り
第
二
局
長
相
祐
紀
道
あ
て
「
兵
器
製
造
所
開
函
ノ
件
(
仮
題
)
」

明
治
ニ
一
一
一
年
七
月
九
日
(
前
掲
「
自
明
治
廿
一
一
一
年
否
問
一
一
一
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
額
」
一
)

0

(
お
)
「
兵
器
製
造
所
建
設
地
問
盤
及
附
属
雑
工
事
仕
様
脊
」
他
(
防
衛
研
究
所
関
書
館
所
蹴
「
明

治
二
十
五
年
度
見
ハ
鈎
守
府
工
事
竣
工
報
告
」
巻
一
一
一
)
0

(
部
)
「
明
治
廿
汽
廿
六
年
度
継
続
土
木
費
及
廿
六
年
度
常
総
資
工
事
竣
功
報
告
」
(
防
衛
研
究
所

問
書
館
所
蔵
「
明
治
一
一
十
六
年
度
m
封
鎖
守
府
工
事
竣
工
報
告
」
巻
二
)
。

(
訂
)
「
兵
器
製
造
所
埠
顕
石
組
築
造
工
事
仕
様
書
」
(
間
前
)
。

(
お
)
「
ぽ
噸
水
力
起
点
山
一
一
機
及
卿
筒
管
其
他
ノ
附
属
品
購
入
契
約
書
」
明
治
二
五
年
六
月
六
日
(
前

掲
「
自
明
治
汁
一
一
一
年
奈
川
内
一
一
一
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
類
」
一
)
。

(
却
)
同
日
鎮
守
府
蛇
管
部
長
佐
久
間
義
ア
郎
よ
り
海
ω

早
大
院
西
郷
従
道
あ
て
「
百
糊
起
電
機
竣
工

期
限
之
義
具
申
い
明
治
ご
六
年
二
月
一
一
二
日
(
間
前
)
0

(
却
)
「
明
治
一
一
十
七
二
十
八
二
十
九
年
度
継
続
一
一
係
ル
土
木
賀
工
事
竣
功
報
告
」
(
防
衛
研
究
所

関
心
没
船
所
蔵
「
明
治
二
十
九
年
度
川
口
ハ
鎮
守
府
工
事
竣
工
報
告
」
完
)
。

(
付
制
)
只
鎮
守
府
致
背
部
長
村
上
敬
次
郎
よ
り
海
軍
大
臣
閥
郷
従
道
あ
て
「
兵
器
製
造
所
鍛
工
場

建
築
位
龍
方
向
変
更
之
義
ニ
付
制
」
明
治
ニ
七
年
二
一
月
二
七
日
(
前
掲
「
自
明
治
廿
一
一
一
年

主
河
一
一
一
十
年
兵
器
製
造
所
設
立
書
類
」
一
)
。

(
位
)
「
衆
議
院
予
算
委
民
会
速
記
録
」
第
一
一
一
サ
(
第
五
科
)
、
明
治
二
一
一
一
年
一
一
一
月
一
二
日
(
東

京
大
学
吋
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
い
明
治
簡
一
第
一
・
二
出
議
会
、
明
治
二
三
年
、

二
関
ベ
!
ジ
)
O

明
治
一
一
五
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
(
間
前
)
0
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(
必
)
間
前
。

(
付
制
)
前
掲
「
二
十
四
年
度
歳
出
臨
時
部
土
木
費
予
定
経
費
明
細
書
ニ
対
ス
ル
質
問
第
一
一
一
項
兵

器
製
造
所
建
築
費
」
。
な
お
資
料
中
の
判
読
し
に
く
い
文
字
は
、
前
掲
吋
海
鍛
造
兵
史
資
料

仮
呉
兵
器
製
造
所
設
立
経
過
い
で
補
完
し
た
。

(
K
M
)

同
前
。

(
特
)
向
前
。

(
訂
)
向
前
。

(
必
)
向
前
。

(
却
)
山
口
ハ
兵
器
製
造
所
設
立
調
査
委
員
よ
り
第
二
局
長
柑
補
記
道
あ
て
「
呉
兵
器
製
造
所
ヲ
大
坂

砲
兵
工
廠
ニ
合
併
シ
難
キ
理
由
」
及
び
「
呉
兵
器
製
造
所
ヲ
大
坂
砲
兵
工
廠
ニ
合
併
シ
難

キ
理
由
追
加
」
明
治
一
一
五
年
一
一
一
月
七
日
(
前
掲
「
自
明
治
廿
一
一
一
年
至
同
一
ニ
十
年
兵
器
製

造
所
設
立
書
類
」
こ
。

(
印
)
陸
軍
省
「
製
砲
事
業
ノ
問
答
」
(
前
掲
「
斎
藤
実
文
書
」
)
。
こ
れ
に
は
冒
頭
に
、
「
此
問
答

書
ハ
陸
箪
省
ニ
於
テ
出
来
セ
シ
モ
ノ
、
趣
ニ
テ
次
官
ヨ
リ
下
約
ノ
写
明
治
二
十
六
年
十
一

月
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

(
日
)
海
軍
省
「
海
怒
省
ノ
反
論
(
仮
題
)
」
明
治
二
六
年
一
一
月
(
関
前
)
。
こ
れ
に
は
冒
頭
に
、
「
明

治
廿
六
年
十
一
月
箪
令
部
ニ
於
テ
部
長
エ
出
セ
シ
意
見
書
ノ
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
原
間
大
技
駄
が
関
係
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
か
ね
る
。

(
臼
)
前
掲
「
製
砲
事
業
ニ
関
ス
ル
意
見
書
(
仮
題
)
」
。

(
臼
)
前
掲
「
製
砲
事
業
ノ
問
答
」
0

(
山
内
)
前
掲
「
海
軍
省
ノ
反
論
(
仮
題
)
」
0

(
日
)
間
前
。

(
部
)
前
掲
「
製
砲
事
業
ニ
関
ス
ル
意
見
書
(
仮
題
)
」
0

(
町
)
間
前
。

(
開
)
前
掲
「
第
一
一
一
則
清
閣
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
速
記
録
」
第
八
号
(
第
一
一
一
科
)
、
明
治
二
五

年
五
月
一
間
日
(
前
掲
吋
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
」
明
治
綿
一
一
、
間
近
ベ

l
ジ。

(印

)
E
S思
想
ロ
円
巾
ロ
岳
山
町
付

B
S
F
M〉
可
〉

2
・h
o間
的
門
口
巾
町
内
ロ
門
巾
印
・
口
。
n-31m凶
吋
門

F
h
r
p
H∞2
・(イ

ギ
リ
ス
海
軍
図
書
館
〔
ポ
l
ツ
マ
ス
〕
所
蔵
)
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
ニ

O
O
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
・
基
盤
研
究

(
A
)
「
軍
縮
と
軍
拡
・
武

器
移
転
の
総
合
的
腔
史
研
究
(
研
究
代
表
・
明
治
大
学
・
横
井
勝
彦
)
の
研
究
成
果
の

部
で
あ
る
。

(
広
島
剖
際
大
学
教
授
)
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